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巻頭図版１

古国府遺跡群・上七曾子遺跡遠景（南方向から）

古国府造跡群・上七曾子遺跡調査区全景
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序 文

本書は、平成14年度に大分市教育委員会が実施した古国府遺跡群・上七曾子

遺跡の共同住宅建設工事に伴う緊急発掘調査報告書です。

上野丘陵から古国府地区周辺を取り囲む一帯は、古代から中世にかけて政

治・経済・宗教の中心的な役割を果たし、豊後国府推定地としてもっとも有力

視された所です。

ここ数年の発掘調査で、古国府遺跡群羽屋・井戸遺跡や園遺跡などで７世紀

中頃から後半の掘立柱建物跡が区画性をもって配置された状況で発見されてお

り、国府等の関連付ける遺構として明らかになってきました。

今回の調査で特に注目される遺構は、古代官道にあたる部分の確認と市内で

も発見例の少ない弥生時代前期の溝状遺構と遺物の出土です。これらの貴重な

発見が当該地域で成された事は、予想以上の成果をあげることに成りました。

本書の発刊にあたり、多大なるご配慮．ご協力を賜りました株式会社本多産

建に対しまして心から謝意を表すとともに、発掘調査ならびに資料整理に協力

いただいた関係各位に対しまして深くお礼を申し上げます。

なお､本報告書が学術研究に寄与するとともに、文化財保護高揚の一助になれ

ば幸いに存じます。

平成15年３月３１日

大分市教育委員会

教育長秦政博



ロ

ｌ本書は、大分市教育委員会が大分市大字羽屋字上七曾子において、共同住宅建設に伴い調査を実施し

た発掘調査報告書である。

２調査は、共同住宅の施主である株式会社本多産業からの委託を受け、平成14年８月５日から１０月27日に

かけ大分市教育委員会が実施した。

３調査は讃岐和夫が行い、遺構実測・遺樹写真と遺物写真は補助業務として(有)九州文化財リサーチが

実施した。

４遺構の空中写真は、九州航空株式会社に委託した。

５出土遺物の整理・土器復元・実測及び拓本については、井口あけみ・荻幸二(大分市文化財課嘱託職

員)、伊東みほ・松葉泉・今村信子・堤美智代(大分市臨時職員)が行い、遺構及び遺物の版組み・製

図は井口と木村藍子(大分市臨時職員)が行った。

６本書の執筆は第Ⅲ章のⅡ出土遺物５石器については荻幸二が、第Ⅲ章のⅡ出土遺物６上七曾子遺跡

出土の十字形石器についてと第Ｖ章については井口あけみが、その他については讃岐和史が行った。

７本書の編集・校正は、讃岐・井口が行った。

８発掘調査報告書作成に際して、細文土器の分類にあたっては、坂本嘉弘氏(大分県文化課主幹)より多

大な指導･助言をいただいた。

例凡

本書に用いた遺構略号は、ＳＫ：土抗、ＳＤ：溝、ＳＦ：道路状遺構、Ｔ：トレンチを表している。

遺櫛の規模はｍを、遺物の法量はcｍをそれぞれ用いている。

遺横対照表（）の番号は、調査時の遺構番号である。

１号溝（SDl7、SDl8）２号満（SDO3）３号溝（SDO2）４号溝（SDOl）５号満（SDO6）

６号溝（SDO5）７号満（SDl3）１号土抗（SKO4）２号土抗（SKO8）３号土抗（SKO7）

４号土抗（SKO9）５号土抗（SKll）６号土抗（SKl6）７号土抗（SK20）８号土抗（SK21）

９号土抗（SK22）１０号土抗（SKl9）側溝と道路状遺櫛（S-lO、S-l5）

１

２
３

例
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調査補助

Ｉ調査に至る経過

申請地である大分市大字羽屋字上七曾子177番地・’78番地は、周知遺跡である古国府遺跡群に属し

ており、古くから豊後国府推定地として有力視されていた場所である。現在も条理地割が良く残って

いる。また、大型掘立柱建物跡群を検出した羽屋・井戸遺跡が申請地のすぐ南側に所在している。

申請地は、共同住宅建設する予定のため事業主と大分市教育委員会文化財課で事前協議を行い、平

成14年６月３日から６日にかけて確認調査を実施した。その結果、遺構を確認したため、事業主と委

託契約を締結し本調査を平成14年８月５日から10月27日にかけて（有)九州文化財リサーチのサポート

を受けて実施した。

Ⅱ調査組織

調査主体 大分市教育委員会

調査責任者 教育長秦政博

事務局 大分市教育委員会教育総務部文化財課

課長帯刀修一

参事玉永光洋

補佐兼管理係長熊谷一秋

補佐兼文化財係長讃岐和夫（調査員）

文化財係専門員塔鼻光司

管理係主任幸裕美

同上主任桑原治

嘱託荻幸二井口あけみ

臨時伊東みば松葉泉木村藍子 今村信子

第Ｉ章はじめに
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第Ⅱ章遺跡の立地と環境

古IKl府遺跡群は、上野丘陵の南側裾部で大

分川が大きノ'1t行した、左岸に広がる半ｊ]形

に形成された沖積平野上に立地している。

この地域は、古代の蝋後l1il府推定地とされ

る場所であり、現在も条理地荊が残っている

が、ここ近年宅地化が進んでおり、かつての

水田地帯は住宅地として変貌している。それ

に伴い緊急発掘調汽も数多く実施されてお

り、辿跡の状況が判|ﾘlしてきているが、国府

跡に関係する遺構は未だ確認されていない。

特筆すべきは、羽瞳・井戸・'刺遺跡の狭い範

囲で1K|府の前段と思われる711t紀代の大烈ＭＩＩ

立柱建物跡群を確認した事である。唯一この．

れている。

唯一この場所が、

一

第１図上七曾子遺跡の位澄

lIi代の遺構を検出する辿跡であることが注'二lさ

また、この11i国府地域一粥と上野庇陵からなる場所は、弥生時代から111世にかけての遺跡や主要な

史跡等の分布が知られている。

まず、上野丘陵には周知遺跡である上野遺跡群が所在しており、この地域では数少ない弥生時代の

遺跡が市立美術館の建設時に発見されている。遺柵については弥生時代中期のＶ字溝に一部囲まれた

集落跡と弥生時代後期前葉に比定される、県下初例の祭祁辿構が確認された。遺構については、溝に

囲まれた隅丸方形周満遺構があり、空間地に２間×２間の掘立柱建物跡が施されている。

古|却府遺跡群地域の弥生時代遺跡については、大分県教育委員会の国道210号羽屋工区道路改良工

事に伴う低地の調査において、土毛地区では、弥生時代中期中頃の溝や幼児・子供・大人の足跡等が

確認され性目された。

古峨時代に入ると、上野丘陵上に古式の様相が考えられる大臣塚古墳が所在している。この古噛は

前方後円墳で前方部が削平されている。主体部は組み合わせ箱式石棺であり、棺内からは人骨・短

甲・刀等が出土したと伝えられている。また面合若大臣の伝説にまつわる古墳でもある。時代につい

ては５世紀代の古墳である。古墳は県立芸術文化短期大学グランドの東側端部に位慨している。

この古墳に続く瞳墓としては、永興に所在している５世紀後半の前方後円墳である千人塚古墳が造

営される。調査の結果、周満のみの検出であった。瞳丘の状況は、後円部の一部を残して噛丘部分は

全て削平されており、周溝の遺存状況から、全長約47ｍの規模で後円部径は約33ｍ、前方部長は短く

約16ｍを復元できた。周溝は幅4.5ｍ～６ｍ・深さ1.2ｍ～1.5ｍ、断面は逆台形を呈していた。周溝内部

には多量の球石が流れ落ちており、周溝の底部分から須恵器の大謹が出土した。また、凝灰岩製の訓

抜式石棺片が見つかっており、主体部は割抜式石棺と思われる。

次に７世紀代になると千人塚古墳の南側斜面部に円墳である弘法穴古墳が所在している。主体部は

横穴式石室である。横穴式石室をもつ古墳は、丑殿古墳と千代丸古墳が２ｋｍ強の間隔で賀来宮苑ま
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番号 遺跡名 番･賭 遺跡名 砺号 遺跡名

上七仲ｆ遺跡 １６ 火IIi塚･IIijjIi ３１ 沖ノ浜辿跡

２ >|』 Ｊ|:戸辿跡 1７ kl1i竜:E畑遺跡 3２ 牧辿跡

３ 羽屋．1'11進跡 1８ ｋ１１Ｉ:大友氏鮒（1Jﾙ(館）跡 3３ <分辿跡牧六

４ 川口辿跡 1９ 上Ⅲl:廃』f跡 3４ ドⅢ i穴堪群

５ 器隠誰辿跡 2０ 上野進跡群 ３５ 北Ｉ 縦穴』 肺

６ lliIIiI府辿跡ＩＷ ２１ 荷 !《辿跡 3６ 穴ﾉ前横穴蕊|Ｉド

７ 永興辿跡 ２２ ilil;《辿跡 3７ <郡進跡聯

８ 弘法穴辿跡 2３ 火辿条蝋跡 3８ >l川越湖Ｉ

９ 「人塚遺跡 2４ 人辿辿跡群 3９ 色白穴 縦i穴聡卿

１０ 南太､IzJF横穴膿群 2５ I澗命池遺跡 4０ 津守辿跡

１１ 伽藍辿跡 2６ IiIlII:ﾉ<反府内川辿跡 ４１ 松､ド忠11,〔灘守航跡

１２ 大分川河川敷辿跡 2７ 大友氏館跡 ４２ 碇IliIlI匝辿跡

１３ ！眠』F横穴蕊群 2８ 刀が､¥跡 ４３ 碇111横穴堪卿

１４ 満屋寺ｲi仏 2９ 東川篭辿跡 4４ '､1:岡辿跡

１５ ﾉ亡町《i仏 3０ 府内城・城ド町跡 4.5 ''11ｲi仏

第２図古国府遺跡群・上七曾子遺跡周辺遺跡分布図（1/30,000）
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でに３基築造されていた。その後、大分君恵尺の墓と目されている終末期古墳で畿内様式を持つ石郭

式石室である古宮古墳が、椎迫地区に所在している。このことは、大分君一族の系譜を想定される。

また、市立美術館の南側斜面部に南太平寺横穴墓群が約170ｍの間に27基ほどが所在している。時代

については、６世紀代の横穴墓と考えられている。

次に、古代の様子については、大臣塚古墳の南側に上野竜王畑遺跡（旧あけぼの学園跡地）が所在

しており、８世紀代から９世紀代にかけての遺構・遺物が確認されている。とくに南北方向の掘立柱

建物跡や築地塀に囲まれた施設等が確認され、鬼瓦の破片･赤色顔料の施された瓦片や円面硯などが

出土している。この地域は、平安時代後期頃の文献に残っている「高国府」に位置づけられおり、豊

後国府の国司舘等に関連づけられる遺跡として注目されている。

この竜王畑遺跡から900ｍ西側には上野１丁目が所在しており、古くから当地周辺部は古瓦が採集で

きる場所として知られ、古代寺院の存在が考えられる所である。

共同住宅建設に伴う調査で、８～９世紀代と考えられる版築基壇遺構を伴う四面庇の大型礎石建物

跡が確認され、古代寺院の様相をもつものと思われる。その版築下層より７世紀中頃以降の掘立柱建

物跡が確認された。基壇遺構の西側には多量の瓦類や土師器の坪類を出土している。ここで特記され

る遺物として百済系の単弁軒丸瓦と豊後国分寺創建時の軒平瓦、この遺跡独自の複弁七葉蓮華文軒丸

瓦と均正唐草文軒平瓦や噂の破片、邪州窯系白磁・緑紬陶器等が出土している。このことから古代

寺院の一つである上野廃寺跡の存在が明らかにされたことが窺える。

もう一つの古代寺院と考えられる、永興に所在する永興寺跡から古代の軒丸瓦が出土しており、市

内には、豊後国分寺・尼寺以外に二つの古代寺院が所在していたことを窺い知ることが出来た。

県指定史跡岩屋寺石仏の北側丘陵上には、上野岩屋寺遺跡が所在しており、９世紀中頃と12世紀中

頃の大規模な掘り込み遺椛が確認された。この場所は、文献でみられる｢高坂横道｣に想定される場所

でもあり、この岩屋寺石仏から三ヶ田町の方向へ直線的に延びる現道は推定古代官道を踏襲している

と思われる。

次に、中世の時代になると上野丘陵上では、方形区画をもち御屋敷の字名が残る上野大友館（上原

館）跡が所在しており、館の状況は高さ2.5ｍ、幅17ｍの土塁がめぐり、幅10～30ｍの空堀と西側に虎

口と思われる曲輪が存在している。内郭の状況は南北100ｍ、東西80ｍを測る方一町の規模である。上

野大友館跡の確認調査は、平成４年度の土塁整備に伴う調査が初例であった。その後、平成12年度の

汚水雨水施設工事に伴う第５次調査まで実施されており、南側・西側・北側の土塁築造状況を把握す

ることができた。

また、戦国期の中世府内町の様子を伝える「府内古図」は近世期に写されたもので、沖積平野部分

の元町・顕徳町・錦町一帯、大分川下流左岸の南北2.2kｍ、東西700ｍほどの規模で中世の町屋が描か

れており、方２町の大友氏館や御蔵場、広大な敷地をもつ万寿寺、キリスト教会であるダイウス堂等

が描かれていた。平成８．９年度に大友氏館跡の確認調査と横小路町の町屋の様子が把握できた。平

成10年度からは大友氏館跡の本格的発掘調査を実施しており、池を伴う庭園遺構や土塁遺構・館北限

の溝と築地塀遺構・基壇状の遺構と大形の建物跡などが確認している。町屋は大路・小路に面して短

冊状に施されている。遺構･遺物から大友氏の往時の繁栄を窺い知ることができた。

また、古国府地区では古代の遺構を検出している羽屋・井戸・園遺跡以外の地区では13世紀から1６
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世紀にかけての遺構や遺物を発掘調査で確認している。

とくに、石明遺跡は印鋪社（現大国主社）の北側にあって国府跡推定地として、最も有力場所であ

ったが、発掘調査により、北側では区画を意図した大形の溝が確認され、内部は小溝によって区画さ

れていることが解かつた。その他の遺構としては、柱穴群・’2基を超える井戸跡・池状の遺構を確認

しており、遺物の時期は13世紀代が中心であった。

古国府岩屋寺遺跡は、上野丘陵の南裾部に位置している。遺構は区画性のある大形の溝が東西方向

に掘られており、内側にも小潤が区画をもち、角柱の建物跡に２～３回建て替えが見られた。遺物は

瓦類（巴文の軒丸瓦・鬼瓦・丸瓦・平瓦）が多量に出土しており、瓦を葺いた建物であることから中

世の寺跡などの遺跡と思われる。時期については14世紀から16世紀である。

町口遺跡は、推定官道が折れ曲る部分の南側に位置している。南北方向に溝状遺構が掘られており、

短冊状地割を形成した町屋の辿構である事が確認された。

また、上野丘陵の南東壁面には、平安時代から鎌倉時代にかけて国指定史跡元町石仏と県指定の岩

屋寺石仏である磨崖仏が連なる様に彫られている。

以上の様に、高国府を中心に上野丘陵では国府に関連づけられる遺構を確認し、古国府では羽屋・

井戸地区でも一部国府に先行する時期の遺構を確認しており、注目される。

このように、上野丘陵から古国府地域を取り囲む一帯は、歴史的環境に恵まれており、中心的な役

割を持った地域である。古代から中世にかけて政治的・経済的・宗教的な文化が華やいだ時期である

と共に、この地が重要な地域であったことを窺い知ることができる。

【参考文献】

識岐和夫１９８５「豊後国府推定地周辺の発掘調査」『大分隅地方史第１１７号』大分県地方史研究会

｢大分市史」上・中巻１９８７大分市

讃岐和夫１９９２「上野遺跡群」『大分市埋蔵文化財調査年報3」大分市教育委員会

坪根伸也・池避千太郎「園遺跡」１９９２大分市教育委員会

塩地潤一１９９５「上野岩屋寺遺跡」『大分市埋蔵文化財調査年報6」大分市教育委員会

讃岐和夫他１９９６「羽屋・井戸遺跡」「大分市埋蔵文化財調査年報7』大分市教育委員会

塩地潤一１９９７「羽屋・園遺跡」「大分市埋蔵文化財調査年報8」大分市教育委員会

坪根伸也・塩地潤一１９９６「豊後国府推定地周辺の発掘調査Ⅱ」『大分聯地方史第163号」大分県地方史研究会

讃岐和夫１９９８「上野遺跡群（上野廃寺跡)」「大分市埋蔵文化財調査年報１０」大分市教育委員会

高橋信武１９９９「44大分県大分市上野遺跡群竜王畑遺跡」「日本考古学年報50」日本考古学協会

村上久和・江田豊・吉田博嗣１９９９「古国府遺跡群」「大分県文化財調査報告書第104号』大分県教育委員会

秦政博他２０００「大友館跡」「発掘調査概報Ｉｊ大分市教育委員会

塔鼻光司他２００１「大友館跡」『発掘調査概報Ⅱ』大分市教育委員会

玉永光洋・羽田野達郎・佐藤孝則２０００「羽屋・園遺跡確認調査」『大分市埋蔵文化財調査年報１２』大分市教育委員会
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第Ⅲ章遺跡の概要

今回の調査は、試掘調査の結果、調査区の東側に遺構が集中していることから、遺構の希薄な部分

と駐車場として遺構保存できる部分を除いて、調査区の約951㎡について調査を実施した。

調査区は、市道（推定官道）に隣接しているため、地形に合わせて開けると真北よりＮ－６８ｏ－Ｅ程

振れている。調査地点は、工場跡地であったため、建物基礎によって遺構面が若干撹乱を受けていた。

その結果、調査区内から確認された遺構については、溝状遺構８条・道路状遺構・土坑10基・柱穴

群（建物跡不明）が検出された。遺物については包含層から縄文時代後期の土器破片や石器が出土し

ており、溝状遺構から弥生時代前期の土器などが出土している。

Ｉ遺構

ｌ弥生時代の溝状遺構

l）１号溝（SDOl）

SDOlは、南北方向に掘られている。直交する形でSDO2より切られていた。溝の南側は東に若干弧を

描きながら溝は閉じている。溝の北側では、幅0.6ｍ、長さ１ｍほどの突出する部分が東側に施されて

いる。溝の規模については、現状で幅0.6ｍ～1.7ｍ、深さ0.04ｍ～0.2ｍを測る。断面形状は、上部面が

カットされており、皿状を呈している。土届堆積は、２層が自然堆積している。土色については、上

層の暗茶褐色粘質土（褐色粒子と暗灰色粘質土を若干含む）と下層は暗灰茶渇色粘質土（白灰色粘土

を含む）でSDO2とほぼ同様の堆積状況が窺える。遺物については、皆無である。

2）２号溝（SDO2）

SDO2は、調査区の中央寄りで直線的に東西方向Ｎ－８５ｏ－Ｅに振れて掘られている。溝の規模につい

ては、現状で幅１ｍ～1.5ｍ、深さ0.2ｍ～0.36ｍを測る。断面形状は、皿状を呈している。土層堆積は、

２層が自然堆積している。土色については、上層の暗茶褐色粘質土、下層は淡灰色粘質土（白灰色粘

土を巻く）である。

遺構状況は、溝の壁から底にかけて白灰色粘土を巻いており、特に溝の中央部から東側にかけて良好

に遺存していた。また溝の西側に集中して、弥生時代前期の土器が廃棄された状況で出土している

(第４図)。

廃棄された遺物は、市内でも数少ない下城式土器成立以前のもので前期初頭から中葉にかけての時

期である。

遺物の出土状況は、SDO2の西側に夜日系の壷形土器と小形の如意状の口縁部をもつ変形土器が一個

体ずつまとまった状況で出土していた。特徴のある刻目突帯文を持つ大形の喪形土器の出土状況は、

全体にわたって散乱しており、前記の遺物の出土状況とは異なっている。その他の遺物は、刻目突帯

文土器の口縁部と底部や鉢形土器破片が出土している。
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２古代・中世の溝状遺櫛

l）３号溝（SDO3）

SDO3は、道路状辿構を切る様に調査|又の南側にﾙl'られ、SDO4から切られている。満の方向は、ＳＤＯ４

とほぼ同じである。溝の規模については、現状で深さ0.2ｍを測るが、ｌｉＩｌｌｉは不lﾘlである。断面形状は、

llll状を呈している。土l刑倣は、２１Wが自然堆械しており、土色については、上１Ｗで黄灰褐色土（黄

色ブロックと白色粒子混入)、下１Ｗは暗灰褐色士（黄色ブロックと''1色粒子が混入）である。辿物に

ついては、須恵器の坪片を出土しているが、皆無に等しかった。

2）４号溝（SDO4）

SDO4は、調査区の南側に掘られている大形の満状辿椛である。切り合い関係は、SDO3と道路状遺

構・側溝を切って造られており、小溝のSDO5・SDO6から西側部分が切られている。

SDO4は現道の道路とほぼ同じ方向であり、溝の''１心軸はＮ－７５ｏ－Ｅであった。溝の規模については、

現状で幅2.5ｍ、深さ0.4ｍを測り、断面形状は逆台形を呈している。土１W堆械状況は、灰色粘質士のｌ

層で壁面と床面部分に褐色の鉄分が堆械し硬い１Ｗを成すグライ１Ｗが兄られる。このことは、水が流れ

ていたことを推測できる。水の流路方向については、溝の掘り方をみると西側方向である。辿物につ

いては、少屋であるが糸切り底部の土師器片などが出土している。

3）５号溝（SDO5）６号溝（SDO6）

SDO5とSDO6は、SDO4と同じ方向で埋土を切る様に掘られていた。満状遺構は、東側に行くほど辿構

面が高く成っている為か、調査区西側から約10ｍ前後の場所で溝の掘り方が自然に消えている。

SDO6は、現状での遺構幅0.8ｍ、深さ0.28ｍを測る。断面形状はＵ字状に掘られており、土届堆穣状

況は、明黄灰色粘質土であった。SDO5は、SDO6より切られており、満全体の規模は不明であるが、ほ

ぼSDO6と同じと思われる。土届堆械状況は、２胴から成り、上屑は黄灰色砂質粘土で下屑は白灰色砂

質粘土である。遺物については皆無に等しかった。この満状遺構は、SDO4と同じ方向の遺構であるこ

とから、規模を縮小した溝の掘り返しと思われる。

4）７号溝（SDO7）

SDO7は、調査区の北東側に掘られており、東西方向の溝遺柵とは方向が異なる溝である。

溝の方向については、Ｎ－４３ｏ－Ｅに向けて掘られている。溝の規模は、現状の帆0.4ｍ、深さ0.05ｍ

を測る。断面形状は、Ｕ字状に掘られており、土屑堆穣状況は暗茶褐色土であった。溝は南西側の遺

構面が高いためか西側壁面の溝状況は、消滅していた。

遺物については、皆無に等しい。

３土坑

l）１号土坑（SKOl）

－１０－
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2）２号土坑（SKO2）３号土坑（SKO3）

SKO2は、訓耐えの北刺!Iで腿軸を1,脚北川１１のＮ－ｌ５ｏ－Ｗにｌｈｌけており、進構の北側ではSKO3に切ら

れている。辿椛の脱桃は、瞳llill13.3ｍ、蝿!|i1111.9ｍを'１４しており、深さ0.28ｍを測る。、|え1ｍ形は、隅丸長

ﾉﾝ形を呈している。床IIIi形状は、いびつにﾙl'られおり、IIiii端部は一段向くルl'られている。１１吐は暗灰

色粘上の判紳である。辿物については少ｈｔであるが、糸切り底のＭＩＩｉ器の底部や[i縁部がｌｌＩｋしてい

る。

SKO3は、蛙llilllを火|ﾉLiにliIlけており、道|:IIlIi脱棋は、腿IlilllO､75ｍ、卿!|illlO45mで深さ014ｍを測る。、ＩＺＩＩｉｉ

形は、楕円形をIIlしている。叩上は１１航Ii灰粘髄このiiWiである。

辿物は告無であった。

3）４号-上坑（SKO4）５）j･上坑（SKO5）

SKO4は、洲制ＸのI柳Ⅷ|lに位慨しており、SKO5と切り合いljM係を持っている。辿椛の〃』模は、一辺

可

Ｆ
Ⅱ
】
Ｃ
、
⑪
。
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〆
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グー、竜
一

一

､---、

Ｌ 一

SKOlは、洲制ＸのI畑〔側でSDO4と道路状辿榊と切り合い関係がある◎上坑の脱模は、腿Ilill10.7ｍ、mji

IliI'10.4ｍを11池ており、深さは現状で0.1ｍを測る。、ド1ｍは楕円形を11』している。暖軸のｌｈｌきは、SDO4と

ほぼＭじ方向である。断面形状はレンズ状に掘られており、地上は暗灰褐色粘便土であった。辿物は

拷無であった。

一

L＝１０－５０汀

第５図２号土坑平面。断面実測図（1/40）
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怪

少且であった。

が約1.3ｍ、深さ0.1ｍの方形を呈している。埋土は暗黒灰褐色土の単層である。遺物は皆無であった。

SKO5は、SDO4を切って造られており、遺構の規模は、一辺が3.3ｍ、深さ0.1ｍを測る。平面形は、土

坑の東側が若干いびつになるが隅丸方形を呈している。塊土は黒灰褐色粘質土の単層である。辿物は

L＝10.50ｍ

6）８号土坑（SKO8）

SKO8は、SKO2とSKO7の間に位世しており、ＳＫＯ２

０ 2ｍ

第７図６号土坑平面・断面実測図（1/20）

－ －

第６図５号土坑平面・断面実測図（1/40）

4）６号土坑（SKO6）

SKO6は、調査区の東側に位慨しており、長軸を

Ｎ－６２ｏ－Ｗに向けている。遺構の規模は、長軸

約0.8ｍ、短軸約0.5ｍ、深さ約0.5ｍを測る。平面形

は、楕円形を呈している。埋土は茶褐色土の単厨

である。弥生時代の石器が２点出Ｉ竜している。石

包丁状石器と砥石状の石器と思われる。

－１２－

０５０ｃｍ
ー一一一一一一一一

Ｉ5）７号土坑（SKO7）

SKO7は、SKO2の火側に位置しており、平面形は、

不定形な円形状を呈している。遺椛の規模は、径

約1.8ｍ、深さ0.5ｍを測る。埋土は賭灰褐色のiii屑

である。遺物は告無であった。
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と同じ方向を向いている。平面形は隅丸方形を呈している。遺椛の規模は、長軸１ｍ、短軸0.75ｍ、

深さ４ｍを測る。埋土は暗灰褐色土の単層である。辿物は皆無であった。

7）９号土坑（SKO9）

SKO9は、北西側のSDO2を切っており、平面形状は、楕円形を呈している。ほぼ長軸を南北方向に向

けている。遺構の規模は、長軸0.8ｍ、短軸0.6ｍ、深さ０１ｍを測る。埋土は黒灰色土の単層である。遺

物は皆無であった。

8）１０号土坑（SKlO）

SKlOは、南西の道路状遺構の下から検出された長土坑である。辿構の規模は、長軸約2.5ｍ、短軸約

0.5ｍを測る。埋土は灰褐色粘質土で黄色ブロック混入の単層である。遺物は皆無であった。

土坑の時期については、SKlOは、古代の道路状辿椛と同時期か若干早い段階で掘られていることが

遺構検出で分かった。また、SKO2の数少ない出土辿物から糸切り底部の土師器片を出士したことから、

中世のものである事が判断できた。その他の士坑については、’''11tから中世以降に比定できるもので

あろう。

４道路状遺構

l）道路状遺構（SFOl）

道路状遺構（SFOl）は、調査区の南側に位慨しており、Ｎ-75･－Ｅの方向にｌｉ１ｌいている。SDO3と同

じ方向で切り合い関係をもち、道路状遺構（SFOl）の掘り方が一部切られている。

遺椛の遺存状況は、側溝遺構（Ｓ－ｌＯ）及び道路状遺構（SFOl）のJiL底部埋土が３１Ｗほど残っていた。

その土届状況については、平行堆枇しており、下胴は青灰褐色砂質粘土で褐色粒子が混入していた。

次の中１Ｗについては、下層とほぼl1iilじ土色を見るが褐色粒子と白色粒子が混入していた。土質は若干

硬めである。上層については、青灰色砂質粘質土で白色粒子を多く含んでおり、黄色粘土ブロックも

混入していた。土質は若干硬めである。

その上面は、近現代の水田屑が見られ、明治18年に鋳造された半銭等の遺物が水川から検出された。

現道は、道路状辿椛とほぼ同方向にのって建設されていることから、往時の位置を踏襲しながら、

現在に至っていることが窺える。

道路状遺構（SFOl）の側溝遺構については、土肘断面状況から、側面が直線気味に立ち上がって遺

存しているため、側面に何等かの施設を有したものと思われる。また、裏込め堆穣状況の暗灰色粘質

土肘がみられる。

道路状遺構（SFOl）の土層堆械状況を見ると、調査区西側から約29ｍ東側に行くに従って土屑堆積

が消滅している。もともと東側の自然地形が高いことや後世の整地等でカットされたことが、その原

因と窺える。

側満の流路方向については、西側の遺構面が深く掘られているため、西へ流れていることが窺える。

－１３－
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遺物については、皆無に等しかったが、その中でも古代に関する遺物が数点確認できた。

５柱穴群

柱穴群については、調査区の全体にわたり少数であるが確認されている。そのため、方向性のある

建物跡の把握を試みたが、建物跡の大きさや柱穴跡の並びなどから建物跡としては把握ができなかっ

た。ただ、一直線に数個並ぶ柱穴跡が確認されているが、柵列状に延びてはいない。

Ⅱ出土遺物

出土遺物は、包含層内から縄文時代後期の土器破片と石器類が出土している。又、２号溝（SDO2）

より弥生時代前期の遺物が比較的まとまって検出されたことは、注目すべき点である。壷形土器・突

帯文に特徴のある大形の裂形土器・下城式土器の系譜を見る様な刻目突帯文の遜形土器・如意状口縁

を持つ遜形土器がSDO2より出土した。

ｌ縄文時代後期土器（第10～14図）

細文土器は包含屑から出土しており、大半が小破片であるが縄文時代後期の時期に比定できる遺物

であった。

この細文土器を分類してみると、口縁部では文様のある有文土器と文様のない無文土器とそれに伴

う胴部と底部がみられた。

有文土器については、口縁部が内湾するものと外反する広口のものがある。文様は平行的沈線文の

下に弧状沈線文を描くものや平行的沈線文の間に波状文や刺突文、弧状沈線文を描くものと平行的沈

線文間に磨消縄文を施しているものがある。

ここでは変化に富む土器と文様にＡ～Ｄの４タイプがみられる。Ａはｌ～８、Ｂは28～32で北久根

山式のタイプである（第10図)。Ｃは33～57で西平式のタイプであり、Ｄは58～74で口縁部等が若干退

化しており、文様も磨消縄文になる（第１l図)。胴部９～27はＡ・Ｂに伴うものである（第10図)。

無文土器については、２タイプがある。Ａは75～103で口縁部は若干内湾気味に立ち上がるものや直

線的に立ち上がるもの、若干外反するもので器壁が厚手のものであり、Ａ・Ｂ．Ｄの土器に伴うもの

である（第１２．１３図)。Ｂについては104～115で、Ｃの西平式土器に伴うものである（第１３．１４図)。

底部については、厚手のものａと薄手のｂと２タイプがある。ａは116～133で、Ａ・Ｂ．Ｄに伴うもの

で、ｂは132～140でＣに伴うものである。132は底部の底に沈線と磨消縄文が残っていた（第14図)。

２２号満（SDO2）出土の弥生時代前期土器（第１５．１６図）

第15図ｌは夜臼式の特徴が残る撤形土器である。口径14.8ｃｍ・底径7.3ｃｍ・胴径21.2ｃｍ・器高243ｃｍ

を測る。器形については、底部は若干上げ底気味である。底部の厚さは1.8ｃｍを測る。胴部は玉葱状

に張り出ており、胴部から頚部にかけて器壁は薄く仕上げている。頚部から口縁部までは､ハの字状

－１６－
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に内反し9.5ｃｍの高さを持っている。口縁部は若干肥厚して如意状に外反している。

調整は内面ナデ、外面は器面が風化しているため不明瞭であるが、一部頚部に磨き痕が残っている。

口縁部と底部の基部には横ナデを施している。色調は内・外面共に淡黄褐色を呈している。胎土は２

ｍｍ程度の砂粒が混入している。

第15図２は如意状の口縁部を持つ翌形土器である。器形の規模については、復元口径19.3ｃｍ・復元底

径9.3ｃｍ・復元胴部の最大幅21ｃｍ・器高28.9ｃｍを測る。

底部は平底を呈し厚さ1.5ｃｍを測る。体部は直線的に立ち上がり、器壁は薄く、体部と口縁部の接

合部はへうで削り出したように段を有している。体部は若干内湾しながら口縁部で如意状に外反し、

口唇部下端には２ｍｍ程の長さで、約４ｍｍ間隔の刻目を施している。

調整は内面横ナデ・縦ナデと指押さえ痕が残る。外面の口縁部には指押さえ痕と横ナデを施し、体

部には上位から縦ハケ目、横ハケ目、斜目方向のハケ目を施し、中位と下位の底部付近はハケ目後ナ

デ消しを行っている。色調は淡茶褐色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英は小粒、角閃石は細粒、

雲母は細粒が混入している。

第15図３は大形の刻目突帯文謹形土器である。復元口径は49.3ｃｍ、現在高43.3ｃｍを測る。底部を欠い

ており、体部はハの字状に開き中位の変化点で直線的に立ち上がり気味になる。口縁部では若干であ

るが外反する。口縁部に二条と変化点に二条の刻目突帯文を巡らし、上下二条の突帯間を縦に二条の

刻目突帯文が等間隔に８本施されている。その空間の下位突帯に、二条の半円形刻目突帯文を施して

いる。また口縁端部内面にも刻目が施されており、謹形土器の文様を構成している。

調整は内面ナデ、外面の突帯部分は横ナデ、体部はナデを施している。色調は淡茶褐色を呈してい

る。胎土は砂粒を含む、石英細粒～小粒、角閃石細粒赤色細粒子が混入している。

第16図４は鉢形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は内湾気味に立ち

上がり口縁部で外反する。口唇先端は尖がり気味で丸味をもっている。幅４ｃｍ程で輪積痕である繋

ぎ目が見られ、段を有している。調整は内・外面共にナデを施している。色調は、内面淡黄茶褐色、

外面淡灰褐色を呈しており、内面には煤が付着していた。胎土は砂粒を含む、石英小粒・角閃石微粒

と赤色･白色粒子が混入している。

第16図５は刻目突帯文翌形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。口縁部は直

線的に立ち上がり、口唇部は若干いびつに仕上げている。また、口唇部直下に刻目を有しない突帯を

施している。突出部分は若干長くしやくり上がっている。調整は内面は丁寧なナデ、口唇部と外面は

横ナデを施している。色調は内面黒色及び淡橿白色、外面赤褐色を呈しており、内面には煤の付着が

認められる。胎土は砂粒を含む、長石･角閃石細粒と白色粒子が混入している。

第16図６は刻目突帯文謹形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は直線

的に立ち上がり、口唇部は丸味をもち直下には細かい刻目突帯を施している。調整は内外面共にナデ

－２２－
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を施している。色調は内面淡燈白色、外面淡橿灰色を呈しており、外面には黒班がある。胎土は砂粒

を含む、石英・角閃石微粒と白色粒子が混入している。

第17図７は刻目突帯文饗形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は直線

的に立ち上がり、口唇端部は丸味をもち、細かい刻目突帯を施している。調整は内・外面共にナデを

施している。色調は内面淡茶灰色、外面淡茶褐色を呈している。胎土は石英・長石・角閃石細粒と赤

色・白色粒子が混入している。

第17図８は刻目突帯文饗形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は直線

的に立ち上がり、口唇部は丸味をもっている。口唇部直下に細かい刻目突帯を施している。調整は内

外面共にナデを施している。色調は淡桜白色を呈している。胎土は石英･角閃石細粒が混入している。

第16図９は刻目突帯文饗形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は直線

的に立ち上がり、口縁部は外反しており、口唇部の上面は丸みを帯びている。口唇部直下に大きめの

刻目を有した突帯が施されている。調整は内・外面共にナデを施している。色調は内面暗樋色、外面

淡燈色を呈している。胎土は長石・角閃石微粒と白色粒子が混入している。

第16図10は刻目突帯文翌形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。口唇部は丸

味をもち、直下に刻目突帯を施している。調整は内・外面共にナデを施している。色調は淡茶褐色を

呈している。胎土は石英小粒、長石･角閃石微粒と白色粒子が混入している。

第16図11は刻目突帯文喪形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は直線

的に立ち上がり、口唇部は丸味をもっている。口唇部直下に刻目突帯を施している。粘土の接合は、

外傾接合である。調整は内・外面共にナデを施している。色調は淡茶褐色を呈している。胎土は砂粒

を含む雲母細粒・角閃石微粒と赤色粒子が混入している。

第16図12は刻目突帯文饗形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は丸味

をもち、口縁端部に細かい刻目突帯が施されている。調整は内・外面共にナデを施している。色調は

内面淡茶褐色、外面淡茶灰色を呈している。胎土は長石・角閃石微粒と白色粒子が混入している。

第16図13は刻目突帯文郵形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部の器壁

は厚く、若干内湾気味に立ち上がり、口唇先端部は丸味をもち、細かい刻目突帯を施している。調整

は内・外面共に加工具による縦方向の磨き風ナデを施している。色調は内面淡茶褐色、外面淡茶灰色

を呈している。胎土は石英小粒、角閃石微粒と白色粒子が混入している。

第16図14は刻目突帯文謹形土器の口縁部である。小破片のため、復元口径は不明である。体部は若干

内湾気味に立ち上がり、口唇先端部は尖がり気味に丸味をもち、口唇部下に刻目突帯を施している。
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調整は内・外面共にナデを施しているが内面は特に丁寧である。色調は淡橿灰色を呈している。胎土

は石英小粒、角閃石細粒と白色粒子が混入している。

第16図15は底部を欠いた刻目突帯文饗形土器である。復元口径27ｃｍを測る。体部は直線的に立ち上が

り、口縁部で若干内側に内湾し口唇部で丸味をもち、細かい刻目突帯を施している。粘土の接合は内

傾接合である。調整は内面ナデ、口縁部で横ナデ、外面工具による磨き風ナデを施している。器壁は

薄く仕上げている。色調は内面淡黄茶褐色、外面黒色及び淡黄茶褐色を呈しており外面に黒斑が認め

られる。胎土は石英小粒、角閃石細粒と黒色粒子が混入している。

第16図16は鉢形土器である。復元口径29.4ｃｍを測る。底部は欠いているが、体部はハの字状に開き、

口縁部は直線的に立ち上がる。口縁部と体部の接合部は沈線状に窪みが見られる。口唇部は丸味を有

し、口縁の外面は加工具で削り出している。粘土の接合は外傾接合である。調整は内・外面共にナデ、

口唇部は横ナデを施している。色調は淡黄褐色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英・角閃石微粒

と赤色･白色粒子が混入している。

第16図17は小形壷形土器の底部である。底径は4.9ｃｍを測る。体部は内湾気味に立ち上がり、調整は

内面ナデ、外面縦方向の磨き風ナデを施している。色調は灰白色を呈しており、内・外面には煤が付

着している。胎土は砂粒を含む、石英小粒、角閃石細粒と赤色粒子が混入している。

第16図18は壷形土器の底部である。底径は不明である。体部は外反気味に立ち上がる。調整は内．外

面共ナデを施している。色調は内面黒色、外面淡橿色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英小粒、

角閃石細粒が混入している。

第16図19は壷形土器の底部である。復元底径は７ｃｍを測る。体部は八の字状に開き気味に立ち上がり、

上げ底気味である。調整は内面磨き、外面ナデを施している。色調は内面淡褐色、外面淡赤褐色を呈

している。胎土は砂粒を含む、石英小粒、角閃石、長石細粒と黒色粒子が混入している。

第16図20は壷形土器の底部である。復元底径は6.7ｃｍを測る。体部は八の字状に開き気味に立ち上が

る。調整は内面ナデ外面磨き風ナデを施している。色調は淡桜色を呈している。胎土は砂粒を含む、

石英小粒、角閃石細粒と赤色・黒色粒子が混入している。

第16図21は壷形土器の底部である。復元底径は8.4ｃｍを測る。体部は若干内湾気味に立ち上がる。調

整は内・外面共に磨き風ナデを施している。内面に指押さえ痕がある。底部外面下端部全体に工具痕

が見られる。色調は淡橿色を呈しており、内面に黒班がある。胎土は砂粒を含む、石英小粒、角閃

石・長石細粒が混入している。

第16図22は壷形土器の底部である。底部径は8.8ｃｍを測る。底部は若干上げ底気味である。体部はハ

－２５－



の字状に開いて立ち上がる。調整は底部基部で指押さえ後横ナデ、体部は内面ナデ、外面ナデー部磨

き風ナデが見られる。外面に指押さえ痕がある。色調は内面淡燈白色、外面淡燈灰色を呈している。

胎土は砂粒を含む、石英・角閃石細粒と赤色･白・黒粒子が混入している。

第16図23は壷形土器の底部である。底径は７ｃｍを測る。体部は若干内湾気味に立ち上がる。調整は内

面ナデ、外面ハケ目後ナデを施している。色調は内面淡燈白色、外面淡燈色を呈している。胎土は砂

粒を含む、石英小粒、角閃石細粒が混入している。

第16図24は壷形土器の底部である。復元底径は9.4ｃｍを測る。調整は内面にナデ、外面工具ナデを施

している。又、外面下端部に工具痕が見られる。色調は内面灰褐色、外面淡橿白色を呈する。胎土は

砂粒を含む、石英小粒、角閃石細粒と白色粒子が混入している。

第16図25は壷形土器の底部である。底径は7.1ｃｍを測る。調整は内・外面共工具ナデを施している。

色調は内面淡桜白色、外面赤褐色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英小粒、角閃石細粒が混入し

ている。

第16図26は壷形土器の底部である。底径は7.85ｃｍを測る。底部は円盤状の貼り付けを行っており、若

干上げ底気味である。調整は内外面共にナデを施している。色調は内面淡橿白色で外面淡赤褐色を呈

している。外面には煤が付着している。胎土は砂粒を含む、石英小粒、角閃石・長石細粒と赤色・白

色粒子が混入している。

第16図27は壷形土器の底部である。底径は8.7ｃｍを測る。体部は外反気味に立ち上がる.調整は内外面

共工具ナデを施している。底部外面１ｃｍ上に工具痕が見られる。色調は暗桜色を呈している。胎土

は石英小粒、角閃石微粒と赤色粒子が混入している。

第16図28は謹形土器の底部である。復元底径7.9ｃｍを測る。調整は内面ナデ、外面ハケ目を施してい

る。色調は内面暗橿色、外面椅色を呈している。胎土は石英小粒、角閃石細粒と白色粒子が混入して

いる。

第16図29は饗形土器の底部である。底径7.9ｃｍを測る。体部は直線的に立ち上がる。調整は内面磨き

風ナデで指押さえ痕を有し、外面ハケ目後ナデ、底部の基部にはヘラエ具による削りを施している。

色調は内面黒色及び白桜色、外面白桜色を呈している。内面には黒斑がみられる。胎土は砂粒を含む、

石英小粒、角閃石細粒と赤色･黒色粒子が混入している。

３各遺構・包含層内遺物（第17図）

第17図ｌは下城式変形土器の口縁部である。口唇部は平坦面を施している。口唇部と突帯に細かい刻
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目が施されている。調整は内・外面共にナデ、色調は淡燈色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英

小粒と黒色粒子が混入している。ＢＣＤ－７地点の包含層より出土。

第17図２は古代土師器坪の口縁部小破片である。復元口径は不明である。口縁部はハの字状に立ち上

がる。色調は白檀色を呈している。胎土は石英．角閃石細粒と白色粒子が混入している。出土地点は

道路状遺構（SFOl）の埋土中である。

第１７図３は須恵器坪の口縁部である。小破片であるため復元口径は不明である。調整は内・外面共に

ナデ、色調は灰色を呈している。SDO3より出土。

第17図４は青磁の小皿破片である。復元口径は8.8ｃｍを測る。色調は青灰色を呈している。ＡＢＣ－７．

８地点の包含層より出土。

第17図５は土師器坪の口縁部小破片である。調整はナデ、色調は淡黄色を呈している。胎土は赤色・

白色粒子混入している。表採である。

第17図６は瓦質ナベの突帯部分である。小破片のため、復元口径は不明である。調整はナデ、胎土は

角閃石細粒が混入している。ＡＢＣ７～10地点の包含層より出土。

第17図７は饗形土器の底部である。底径は7.2ｃｍを測り、底部の厚さ3.3ｃｍを測る。調整は内面ナデ、

外面ハケ目を施している。色調は内面桜色・外面淡赤褐色を呈している。胎土は石英.角閃石細粒と

赤色・白色粒子が混入している。Ａ－７地点より出土。

第17図８は古代土師器坪の口縁部を欠いた底部破片である。底部は回転へラ切りである。復元底径は

7.8ｃｍを測る。体部はハの字状に立ち上がっている。調整は内．外面共にナデ、色調は淡黄褐色を呈

している。胎土は砂粒混入している。表採である。

第17図９は土師器坪の底部小破片である。底部は糸切り底である。調整はナデ、色調は淡茶褐色を呈

している。SKO4より出土。

第17図10は土師器坪の底部破片である。底部は糸切り底である。調整はナデを施している。色調は黄

褐色を呈している。ＡＢＣ－７．８地点の包含屑より出土。

第17図11は土師器坪の底部破片である。復元底径は7.4ｃｍを測る。底部は糸切り底である。調整は

内・外面共にナデを施している。色調は黄褐色を呈している。胎土は砂粒混入している。ＡＢＣ－７～

１０地点の包含層より出土。
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第17Ⅸ'13は上師器｣水の底部破片である。復ﾉ亡底部は10.2ｃｍを測る。底部は糸切り底である。洲終は

内．外面共にナデを施している。色調は淡黄褐色を11:している。胎上は砂粒が混入している。

ABC－７～10地点の包含llYiよりＩｌｌｔ。

第17図12は上師器｣ｲくの底部破片である。復ﾉ亡底径は９２ｃｍを測る。底部は糸切り底である。洲終は

内・外面共にナデを施している。色洲は淡』'澗色を呈している。胎上は砂粒が混入している。Ｅ－

６．７地点の包含脳よりＩｌＩ上。

第１８図水田耕作土出土半銭実測図（1／1）
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第17図14は瓦質の裂形土器小破片である。調整は外面格子目叩きが施されている。胎土は白色粒子が

混入している。ＡＢＣ－７～１０地点の包含層より出土。亀山焼きと思われる。

第17図15は土師質の土錘である。現存の長さ3.5ｃｍで一部欠けている。最大幅1.35ｃｍを測る。色調は

淡茶褐色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英・角閃石細粒と赤色粒子が混入している。Ｆ－８．９

地点の包含層より出土。

第17図16は土師質の土錘である。現存の長さ4.9ｃｍで一部欠けている。最大幅1.5ｃｍを測る。色調は茶

褐色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英・角閃石細粒と赤色粒子混入している。Ｆ－８．９地点の

包含層より出土。

第18図明治18年の半銭である。銅銭で外縁付近に１ｍｍ前後の孔を開けていた。大きさは2.25ｃｍを測

る。Ｊ－３水田耕作土中より出土。

４第２号土坑（SKO2）出土の遺物（第19図）

第19図ｌは土師器坪の口縁部破片である。口唇部は丸味をもっている。調整はナデ、色調は淡黄褐色

を呈している。胎土は砂粒が混入している。

第19図２は土師器小皿の破片である。底部は糸切り底で口縁部にかけて直線的に短く立ち上がる。器

壁は若干厚みをもつ。調整はナデ、色調は淡灰色を呈している。胎土はきめ細かな粘土で、石英・角

閃石微粒が混入している。

第19図３は土師器小皿の小破片である。底部は糸切り底で口縁部にかけてハの字状に短く開く。口唇

部は丸味をもつ、調整はナデ、色調は淡茶褐色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英・角閃石微粒

と赤色粒子が混入している。

第19図４は土師器坪の底部破片である。底部は糸切り底であり、口縁部を欠いている。調整は内面横

ナデ、外面ナデを施している。色調は淡黒茶色を呈している。胎土は砂粒を含む、石英細粒、角閃石

微粒と赤色粒子が混入している。

第19図５は土師器坪の底部破片である。調整は内・外面共にナデを施している。色調は淡茶褐色を呈

している。胎土は石英微粒、角閃石細粒と赤色粒子が混入している。

第19図６は土師器坪の底部小破片である。底部は糸切り底である。器壁は厚みをもつ。調整はナデ、

色調は淡黄白色を呈している。胎土はきめ細かい粘土で石英・角閃石微粒と赤色粒子が混入している。
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本遺跡から36点の石器が出土しており、石材・器種の面から２群に分類できる。それらは、出土し

た遺構や共伴した土器などから、縄文後期中葉と弥生前期の所産と考えられる。そのうち20点を実測

したが、第１８．１９図が縄文時代後期のもので、第20図が弥生時代前期のものである。両者共に出土位

置は、Ｆ・Ｇ－８．９からＨ・Ｉ－３～６グリッドを中心とする調査区の中央部付近に集中している。縄

文時代の所産の遺構は確認されておらず、残存した包含層か、後代の遺構で撹乱された場合にはその

遺構中から出土したものと推測される。弥生時代では、第１．２号溝状遺構などの遺構も検出されて

おり、包含層ばかりでなく、それらの遺構中からも出土している。

Z） 豆

l）事実記載

第20図ｌ道路状遺構の側溝Ｐ２

結晶片岩製の石錘。上端・下端ともに刃部の可能性あり。上端右半は折れによる欠損。内側への平

坦加工の後、周縁加工が施されているが、左側縁のみ裏→表の順だが、他の周縁は表→裏の順で加工

されている。また、上端中央、左側中央に打ち欠きによる挟りを入れている。
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第20図２Ｈ・Ｉ－３～６グリッドー括

角閃石安山製の肩平打製石斧。刃部・基部とも欠損し、中央部のみ残存。図の右側は表から裏への、

左側は裏から表への折れによって欠損。表裏面とも大きく自然面を残し、扇平な際を素材にしている

霧。：

５石器

６

０

第19図７は土師器坪の底部小破片である。底部は糸切り底で体部との接合面が見られる。調整はナデ、

色調は淡黄白色を呈している。胎土は石英・角閃石細粒・長石微粒と赤色粒子が混入している。

１０cｍ

第19図８は土師器坪の底部小破片である。底部は糸切り底である。調整はナデ、色調は淡黄白色を呈

している。胎土は石英・角閃石・長石が微粒混入している。

第１９図SKO2出十週物実測図（1/2）



と考えられる。裏面の自然面部分は焼けによる赤化が顕著で、表面も若干赤化。

第20図３第３号溝状遺構一括

結晶片岩製の扇平打製石斧。上端の基部側は折れによる欠損。内側への平坦加工→裏面の周縁加工

→表面の周縁加工の順に加工が施されている。

第20図４第４号溝状遺構一括

角閃石安山製の扇平打製石斧の欠損品ないしは未成品。上端及び右端縁は折れによる欠損。裏面も

右側縁の折れと同時の剥落面の可能性大。上端は裏から表への折れ。

第20図５Ｆ・Ｇ－９グリッドー括

結晶片岩製の扇平打製石斧の刃部。基部側の上端は裏から表への折れによる欠損。

第20図６Ｆ・Ｇ－９グリッドー括

結晶片岩製の扇平打製石斧の刃部側。基部側の上半は裏から表への折れによる欠損。表面は加工以

外自然面が大きく残存する。

第20図７Ｅ・Ｆ－２グリッドー括

砂岩製の扇平打製石斧の未成品と考えられるが、形状が一般的ではなく、左側縁の挟り状の加工か

ら十字形石器の未成品である可能性も考えられる。下端は表から裏への折れによる欠損。表裏面とも

自然面を大きく残存し、扇平な蝶を素材にしていると考えられる。表面は焼けによる赤化が認められ

る。

第20図８第４号溝状遺構一括

砂岩製の磨石。自然操を用い、下端に磨り面・敵打痕が認められる。

第21図９Ｆ・Ｇ－７グリッドー括

花樹岩製の石皿。左側縁及び右側縁の上半は折れによる欠損。表裏面共に敵打痕が見られるが、表

面は殊に顕著に見られる。

第21図10Ｆ・Ｇ－８グリッドー括

角閃石安山製の石皿。上端・左右側縁は破砕している。表面は自然面以外、焼けによる剥落した

面で、下端のみ整形加工の面。左側縁の破砕面を除き、焼けによる赤化が認められる。即ち、破砕の

後に焼け、左側縁のみ焼けによって破砕されたと考えられる。表裏面の自然面には使用による磨きが

看取される。

第21図１１Ｆ・Ｇ－９トレンチ内一括
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角閃石安山岩製の十字形石器。上半は折れによる欠損。下半稜側縁には表裏面からの入念な調整が

見られる。右側縁は裏面→表面の順で、左側縁は表面→裏面の順で加工が施されている。表面には自

然面が大きく残存し、輪切りに近い剥片を素材としている。

第21図１２第４号溝状遺構一括

金山製サヌカイト製の砕片。大形の剥片が剥離の衝撃の際に破砕したものと考えられる。

第21図１３第４号溝状遺構一括

姫島産黒曜石製の剥片。下端は表から裏への折れによる欠損。打面は残存し、複剥離打面。

第21図１４第４号溝状遺構一括

金山産サヌカイト製と考えられる使用痕を有する剥片。右側縁は裏から表への、上端は表から裏

への折れによる欠損。

第22図１５Ｆ・Ｇ－９グリッドー括

角閃石安山岩製の砥石。上半は表から裏への折れによる欠損。下端左半は裏から表への折れによる

欠損。表面は自然面、裏面は剥離面だが、周縁加工→全面磨き調整が施されている。裏面中央部に

研ぎによると考えられる擦痕が認められる。

第22図１６第２号土坑一括

角閃石安山岩製の砥石。下端は破砕による欠損。右側面に金属質のものによると推測される深い擦

痕が認められる。その下側には擦り面も看取される。

第22図１７第２号澗状遺榊Ｐ２

緑泥片岩製の磨製石斧の刃部側。基部側の上半は裏から表への折れによる欠損。若干の刃穀れあり。

第22図１８第６号土坑Ｐｌ

結晶片岩製の磨製石斧の刃部。基部側は表から裏への折れによる欠損。刃部から左右側縁に使用痕

が顕著に認められる。かなり薄身で、用途は不明。

第22図１９第６号土坑一括

角閃石安山岩製。表裏面とも磨きによって平坦化しており、周囲が弧状となっているため、刃部は

まだ形成されておらず、第22図18のような扇平な磨製石斧の未成品であると考えられるが、第22図１５

のような砥石である可能性もある。上半は折れによる欠損。表裏面とも使用痕と思しき剥離痕が全

周縁に認められる。表面中央部は加工痕が深いための磨き残しである。

第22図２０第４号溝状遺栂一括
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表１石器器種・石材組成

－３７－

2）まとめ

(1)縄文時代後期

当該期の遺構も検出されておらず、遺跡の全体が調

査されたわけでもないので、器種・石材組成の全体を

反映してはいないと考えられるが、それにしても縄文

時代後期の一般的な組成からすると不足が多すぎると

思われる。

即ち、先ず器種では、石嫉・石匙といった代表的

な剥片石器を欠く。一方で、扇平打製石斧が７点とトウールの中では最も多く、縄文後．晩期の特

徴をよく示している。また、磨石・石皿といった際石器が２点ずつ存在し、この組成の中では過不足

のない現れ方と推察される。そういった状況からすると、やはり剥片石器の組成からの欠落が目立

つ。だが、姫島産黒耀石や金山産サヌカイトという当該期の剥片石器の代的な石材の剥片・砕片が

若干検出されており、本遺跡に剥片石器が存在しなかったとは考えられない。とすると、剥片石器

を製作・加工した地点は、調査が及ばなかった区域に存在したと推測される。

次いで、石材であるが、縄文後．晩期の剥片石器の代表的な石材である姫島産黒暇石と金山産サ

ヌカイトの両者が認められる。が、大分平野では圧倒的な比率を占める一般的な姫島産黒曜石（志賀

智史2002）が僅か３点の出土に留まり、約１０％を占めるに過ぎない。やはり、剥片石器を製作する別

の地点を想定するのが妥当だと考えられる。香川県の金山産サヌカイトは、約20％を占有し比率的に

は申し分ないが、やはりトゥールが存在したものと思われる。一方で、扇平打製石斧の過半を占める

結晶片岩であるが、縄文時代以降も大分県域では大形石器の代表的な石材であり、佐賀関町の海岸地

域を中心として採取され、搬入されたと推測される。

最後に、器種と石材の関係から見てみる。剥片・砕片の存在する姫島産黒曜石・金山産サヌカイ

ト・結晶片岩は本遺跡で実際に石器の製作が行われたと推察される。即ち、前・中者は別地点で石鍬

などの剥片石器が、後者は扇平打製石斧が製作される。しかし、扇平打製石斧や十字形石器の石材

となっている角閃石安山岩は剥片・砕片が見られず、本遺跡へは製品の形で搬入された可能性が高

い。扇平打製石斧・石皿の素材となっている砂岩も同様である。

(2)弥生時代前期

明確に弥生時代の所産と考えられる石器は、６点のトゥールとそれらに近い石材の剥片類２点の計

8点である。うち２点は砥石で、第22図１６は深い擦痕から金属製品の研ぎに用いられたと考えられる。

残りのうち３点は磨製石斧であるが、一般的なものは第22図17の蛤刃のものだけで、他の２点（第

角閃石安山岩製の扇平打製石斧の未成品ないしは石

包丁状石製品と考えられる。上端・左右側縁は折れに

よる欠損。裏面は節理に近い剥離面で、表面は加工部

位以外自然面が大きく残存。下端には表裏面からの加

工が認められ、表→裏の順で加工を施している。
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扇平打製石斧 ３ ３ ７

十字形石器 １

石錘 １

使用痕剥片 １

剥片 ２ ４ ４ １ 1２

砕片 １ １ ２

磨石 ２ ２

石皿 ２

合計 ３ ６ ８ ５ ３ ２ 2８







表２十字形石器一覧表

箭号 出土地点 縦長(c､） 横長(c､） 蝋c､） miさ(9) 石材 時期 備考

ﾉ〈分市・’二七竹ｆ世跡 (9.55） (6.85） 1．１５ ８｝,５ 角ﾙﾘｨ族111淵 北久根・西､1４ 上ＷＩ<似

２ 大分I1i・横尾辿跡 ９．４０＋ａ 9.40 1.4 8４ 緒IiIlIﾊ･岩 西平 表採

３ Ｆ歳村・鹿道原辿跡 ８．７＋ａ 4.6＋ａ 0‘９ 3９．５ 緑色片謄 三ﾉ７川～晩期

４ 〃 ７．４ 7．２５ 1．０５ 3６．５ 鞘1,A片淵 三ﾉjIII～晩lﾘＩ

５ 大野町・光昌寺辿跡 (7.5） (7.5） 0.8 緒,Ｗ１．場 西平～三万川 炎奥とも研卿

６ Ｉｊ (7.0） (6.8） 0.9 卸打安111器 阿平～三万Ⅲ 上偶・'11撚形ｲi器出上

７ 〃 ７．９ 8.2 1.0 ji卿絞'１１岩 両平～三万NＩ 土偶・'11盤形ｲf器出上

８ Ｗ 1１．８ (7.9） 1．１ 抑ｨ政11端 西平～五万Ⅲ 上偶・門雛形｛i器出ｋ

９ 緒方町・水野遺跡 1４ １１．８＋ａ 0‘７ 石英WlIh端 西平～三万川・御傾

1０ 大野町・杉閲辿跡 1１．１ (795） 1,0 7５ 亥11州 IJW平～二万m 円砿形ｲf器''化

１１ ﾉ<野町・神原遺跡 ９．５ 9.7 1.3 9０ 亥111汁 三ﾉﾉ川 円雛形ｲ滞出ｔ

1２ 大野町・卿方C遺跡 1１．６ 1２．８ 1,2 1３４ 及川荷 三万111 上偶・円盤形ｲf器出土

１３ 野津町・'ﾉﾘ河野辿跡 1０．５ 9,9 0.6 5２ 緑色片岩 三万川 土偶ＭＩ上

1４ 11‘〔入町・枇枕遺跡 ４．２＋ａ 4.0＋ａ Ｌｌ÷ａ 3４ 亥111粁 三万iⅡ～晩期 fi剣川上

1５ 大野町・光昌寺辿跡 (６３） 6.0 0.9 結肺片器 両平～三万川 表裏とも岩干研解

１６ 野祁町・内河野辿跡 ６．５＋ａ ５，７＋ａ 4５ 蝋色片腸 言ﾉﾉ川 一部のみ残が上偶出･Ｉ：

1７ 野祁町・内河野辿跡 1４，３ 1２，３ 1,5 1５８ 粘板淵 三〃1Ⅱ 土偶'11ｔ

１８ 'ｆ佐市・尼畑遺跡 7.8 ４．０ 0.6 1８．１ 結州;･淵 晩川 Ixl雛形ｲ器，．上偶ともに多IitIII上

1９ 宇佐市・尼畑遺跡 ９．９ 6.7 1.0 69.6 緒AA片淵 晩期 円雛形ｲi器・’1偶ともに多htIIIl：

2０ 大野町・撚地前辿跡 ９．０ ８．０ 結舶片淵 三ﾉﾉⅢ 挟入部炎喪器ｆ研膳・災採

2'’ 宇佐市・雌畑遺跡 1０．１ ８．３ 1.5 1０２３ 結晶片勝 晩期 円錐形ｲi器・上偶ともに多珊ｌＩ上

2２ 蘇々 地町・坂11遺跡 ６．２ ６．７ 1.5 結航片淵 晩期１１期 円盤形ｲi器出_上挟入部表裏研僻

2３ 火刑７．大州11剛|獅灘 (9.0） 1０．８ 1．Ｉ 結1Ｗ１．W 挟入部及び先端部研膳・表採

2４ IwiI兄町・Ｉ珊弓遺跡 ７．５ ８．７ 1.4 ９５ 結陥片勝 三万'１１ 上偶出上

2５ 大野町・寵柵寺遺跡 ９．６ (6.8） 1.2 抑祈安111岩 三頭ｲf器・喪採

２６ 大野町・桝地前辿跡 1９．６ (１２．６） 1.0 結品片粁 三万'11～晩期 炎典liIi研膳

2７ 竹佃市・Ｉ細遺跡 1８．２ (11） 1.8 緑色片M； 三万川？ 挟人部炎蔓研１Ｗ・表採

－４０－



れる。

石材としては、結晶片岩・安山岩・緑色片岩・粘板岩など各種の石材が使用されている。なかでも、

結晶片岩と安山岩の使用が多く、肩平喋での加工・研磨が容易であるという観点から石材を選んでい

ると言える。晩期になると、安山岩よりも結晶片岩の使用が多くなる。

十字形石器には、挟入部に若干の研磨を施しているものも認められる。刃部（頭部）の形状が弧状

になるもの、直線状となるものがある。

刃部に使用痕が認められるものや、刃部（頭部）が、欠落しているものがあり、十字形石器がなん

らかの道具として使用されたものであることを示唆している。

十字形石器は、縄文時代後期後葉から晩期前半の遺跡において、打製石斧・土偶・円雛形石器・勾

玉・石剣に伴って出土する場合が多い。三万111式の時期に盛行し、晩期前半以降は姿を消す傾向にあ

る。県下の広い範囲から出土しているが、大野川中流域からの出土が顕著である。もっとも、これは

縄文時代後期の遺跡が多く分布する事による、現象かもしれない。

十字形石器の用途としては、土掘り具としての利用も考えられるが、結晶片岩など脆弱な石材が使

用されている事や小形品が多いといった点で、この解釈にも難がある。

勾玉・土偶・円盤形石器・石剣などと同一辿跡で出土する例が多く、祭祁又は呪術具としての特殊

な用途も考えられる。いずれにしても、こうした遺物が出現してくる背蛾として、生業の変化に伴う

なんらかの文化的変容を想定したい（松本；2000)。

とはいえ、十字形石器の具体的用途を解明するのは困難であるといえよう。今後の解明を待ちたい。

【参考文献】

栗Ⅲ勝弘２００１「鹿道原遺跡発掘調査報街１１」文化財‘淵査報告01｝第Ⅵ架千歳村教育委員会

後藤一亜’９８５「内河野遺跡」『野津川流域の遺跡Ⅵ」大分県野津地区-t地改良事業関係遺跡群発掘調査綴告書野津

町教育委員会

後藤一頭１９９５「坂口遺跡」『香々地の遺跡IIj香々地町文化財調査報告iI}第２集否々地町教育委員会

小林昭彦１９９５「尾畑遺跡」『一般同道１０号宇佐道路埋蔵文化財発掘調fr報告書(3)』大分県教育委員会

坂本斑弘１９８４『大野原の先史遺跡」「大分県大野郡大野町所在遺跡群発棚調査報告11}」大分雌文化財調査報告第65輯

潮見浩１９８５「深訪縄文の遺跡西日本鮒」有斐閣選諜Ｒ３４

高橋徹他１９８８「上畑遺跡」『菅生台地の遺跡」竹111市教育委貝会

高橋偏武１９８８『横枕遺跡日向塚遺跡』大分県直人郡直入町所在の発掘調査報告ｉｌド直入町教育委員会

烏養孝好２０００「大野川流域に生きる人々」一考古学・民俗学・社会人類学的研究・文化財保謹一烏焚孝好先生還暦

記念耶業会

松木直子２０００「認知考古学の理論と実践的研究」細文から弥生への社会・文化変化のプロセス九州大学出版会

宮内克己１９８３「第三章第四節二（三）祭祁具・装身具」『大分りI↓史先史篇ｌ』大分県

諸岡郁１９９５「光昌寺辿跡」「大野地区遺跡群発掘調在報告背Ⅱ」大分県大野町教育委貝会

綿貫俊一１９９１『川南原遺跡群発掘調査報告書ｊ大分り１１文化財調査報告杏第84輯大分県教育委員会
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第Ⅳ章まとめ

この遺跡は、「和名抄」にみえる荏隈郷に属しており、鎌倉時代にも国簡領であったことが「弘安

図田帳」でみられる。また、１８世紀末の「豊後国志」に「豊後国府、今古国府村是れ其の吐也」と記

されおり、このことから、古国府地域を国府跡としての推定地とされてきたところである。

しかし、古国府での豊後国府跡は、いまだ確認されていないのが現状であるが、ここ近年の発掘調

査で羽屋井戸・園地区を中心に７世紀代の掘立柱建物跡群が確認されており、この遺構の性格につい

ては、国桶の前身である評簡の関連遺榊か、大分君一族の本貫地として考えられている。これらは、

大分君恵尺の墓と判断される畿内系終末期古城である古宮古墳の造営が根拠となっている。この７世

紀代掘立柱建物跡群の遺構の存在によって、古国府地域の遺跡を考える上で一つの光明がさしたこと

になる。また、大分県教委が平成７．８．９年度に渡り、210号線羽屋工区道路改良事業に伴う発掘調

査を字上芦原・字土毛・字煤川・字鋤崎・字甲斐本地区で行っており、この調査区は当該調査区の西

側にあたり、辿跡の性格については、純文時代・弥生時代・古墳時代･古代の辿構及び遺物が出土し

ている。また辿構については、弥生人の足跡や溝状遺椛等が確認されている。

このため、隣接している当該調査区の遺構状況については、南北と東西方向の土層断面の観察から、

南西側の旧地形が低くなっており、東側と北側では高くなっていることが判明した。低くなる旧地形

については、暗黒灰色粘質の堆積土からみて、Ⅲ地形は低湿地である沼地の状況がみられた。

弥生時代前期から中世にかけての遺構面については、後世の水田耕作地等を造るために削平が成さ

れており、辿櫛の遺存状況は良好でなかったが、今回の調査では、深く掘られた溝状辿構・土坑・柱

穴跡等を検出しており、少ない遺構の存在であったが、貴重な調査成果を得ることが出来た。とくに、

市内でも数少ない弥生時代前期の溝状辿構（SDO2）と特徴のある遺物の出土である。ここでは、遺構

面を大規模な削平等により、竪穴住居跡等の生活遺構は確認されなかったが、おそらく２号溝(SDO2）

については、集落を囲むための施設として使川されたものであろうと考える。

大分県教委のＦ区調査（字煤IⅡ）で確認されている東西方向の溝ｌと当該調査区での同方向の溝状

遺構４号溝（SDO4)を確認しているが、時期に大きな差が生じている。溝１（Ｆ区）については、幅

2.2ｍ、深さ0.4ｍの規模で断面逆台形を呈しており、水111盤直下にあたる溝上届より祭iiiuに使用された

可能性のあるミニチュア土人形等が検'1}され、７世紀初頭前後の時代が比定されており、この満ｌを

評簡地割と深い関係にあると考えているが、今回の調査では、SDO4が溝ｌと同様な時期の成果を得る

ことができなかった。

SDO4の土層断面形状から見ても古代の道路状遺構と側溝とSDO3を切っており、遺物も古代の遺物は

皆無であり、糸切り底の底部等が少賦であるが確認されていることなどから、このSDO4は、中世時代

の遺構と比定した。溝状遺構は古代の道路状辿構と平行して掘られており、古代の条里地割に戦って

いることが明らかになった。

古代の道路状遺構については、市道や旧水田耕作等で削平され、遺存状況は良好でなかったが、道

路側溝が施されており、道路幅については、調査区外のため全体の規模は不明であるが、道路状遺構

は、現道（市道）の直下になっていることから、現道が古代の道路状遺構を踏襲する形で造られてい

ることが判断できる。

－４２－
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第２５図古国府遺跡群字図及び周辺調査地点位置図（1/５，０００）
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また占代遺構の展開については、道路状遺構を境にして、南寄りに展開している羽屋・井戸遺跡や

園遺跡から区､i性のある掘立柱建物跡群が検出されており、この南側の地域に展開することが今回の

調査で明らかとなった。

今回、確認された道路状遺構については、ほぼ直線状に条里地割にのっており、上野岩屋寺遺跡の

西側に高坂横道として比定される道が所在している。この道沿いに高坂駅が推定できる。高坂横道が

所在する岩屋寺石仏から字鋤llMiまで、ほぼ直線状に条里地剖にのって走っている官道と考えられる。

おそらくこの直線状の官道は、三ヶ111町交差点から賀来まで延びていたと考えられる。

弥生時代の溝状遺櫛(SDO2)より出土した遺物については、下城式土器が出現する前段の一括遺物資

料である。この資料を考える上で、弥生早期から前期の下城式土器出現までの弥生土器編年を行って

いる尚橘徹氏の編年にしたがって当該遺物を当ててみると、大分県史『先史篇Ⅱｊの第一章弥生時

代・第二節弥生文化の成立の中で、１１期－１（前期初頭～中葉）の早期遺構「下城式」成立以前の段

階で、ほぼ北部九州の板付Ｉ式～板付Ⅱ式aの時期に対応するものと考えるとしており、また曲遺跡

報告で第Ⅳ章付論の中で、下志村遺跡出土土器編年でⅡ期－１に対応できるものが好資料として包含

層から確認されており、刷毛目を施す刻目突幣饗が明らかになった意義は非常に大きいと報告されて

いる。

今回は溝状辿構(SDO2)より一括資料（第15.16図）としてまとまって出土したものは、この11期－１の

時期に位置づけられる良好な資料である。

【参考文献】

真野和夫・議岐和夫１９８２「古簡古瞳」大分市教育委貝会

｢大分ilj史」上巻１９８７大分市

高橋徹１９８９「大分県史先史篇Ⅱ」『第１章弥生時代・第２節・２刻目突帯文土器と下城式土器」大分県

坪根伸也・池避千太郎１９９２咽遺跡」大分市教育委貝会

塩地潤一１９９５「上野浩屋寺遺跡」「大分市埋蔵文化財調査年報6」大分市教育委貝会

讃岐測夫１９９６「羽屋・ノ|:戸遺跡」『大分市埋蔵文化財調査年報7」大分市教育委貝会

坪根伸也・塩地潤一１９９６「豊後、府推定地周辺の発撒調査Ⅱ」『大分聯地方史第163号』大分県地方史研究会

高橋徹・塔鼻光司１９９６「曲遺跡」九州横断道路関係埋蔵文化財発掘調盃報告譜大分市教育委員会

塩地潤一１９９７「羽屋・側遺跡」『大分市埋蔵文化財調査年報８』大分市教育委貝会

村上久和・江川蝋・吉田博嗣１９９９「古国府遺跡群」大分県文化財調査報告書第104集大分県教育委員会
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第Ｖ章上七曾子遺跡2号溝(SDO2)出土の弥生土器について

Ｉ上七曾子遺跡出土土器の様相

大分市域における、弥生時代早期の土器について、高橋（1980）が下黒野遺跡出土の遺物を用い

｢下黒野式」を設定し、その編年的位置づけを考察している。しかし、良好な資料の欠如により「下

黒野式」以降の様相がはっきりしない状況であった。その後、荏隈杉下遺跡・二反田遺跡、植田市遺

跡・植田平石遺跡・一方平Ⅳ遺跡・下志村遺跡・東田室遺跡第２次調査など、近年良好な資料を含む

遺跡が発掘され、坪根(2000)や高橋(2000.2001）により土器編年案が提示され、様相が解明されつつ

ある。

今回、上七曾子遺跡において、弥生前期に比定される良好な資料が２号溝(SDO2）より出土した。２

号溝(SDO2)は、１号満(SDOl）を切って造られており東西に延びている。溝の側面、底面には灰白色粘

土が貼られており、防水機能の強化を考えた上で、より丁寧に造られたものである（第８．９図参照)。

遺物は溝の西側の限られた範囲（Ｇ～Ｆ－ｌ～５）から廃棄された状況で検出された（第４図)。

なかでも壷・喪（第15図１．２）各ｌ個体がまとまった状況で出土しており、他の破片資料とは違う

出土傾向が見られる。時期差も想定されるが、取り上げ遺物のレベルに差異がなく、いずれも同じ堆

積層から出土している点から、同時期の可能性が高いと判断した。

壷（l）は、短く外反する口縁部、内傾する頚部、球形状の胴部からなる。頚部がやや緩やかに伸び

ていること、などにおいて板付式の影響を受けていると考えられる夜臼系の壷である。

翌(2)は、如意形の口縁部をもち、口唇部下端に２ｍｍ程の長さで、約４ｍｍ間隔の刻目を有し、体

部と口縁部の境には段を有している。器形は胴部最大径に対し底径が大きく、ずん胴の体部となって

おり、これらの特徴から板付IIa式の古相に相当すると考えられる。

ほかに、下城式饗の祖形と考えられる刻目突帯文劉が出土している（第16図５．６．８～15)。内湾気

味に立ち上がる体部をもち、口縁直下に突帯が付くこと、口縁端部は尖り気味であること、器面調整

は、内・外面がハケ目調整では無く、磨きとナデ調整であることを特徴とする。

浅鉢（４．６）が出土している。縄文時代晩期の浅鉢の系譜を継ぐものである。出土した底部は、

浅い凹状を呈している。土器の接合は内傾接合の土器も存在するが、外傾接合の土器も見られ、弥生

土器の特徴を示している。このような土器群に近い様相を示す資料として、福岡県橋本一丁目遺跡第

２次調査（SK28)、原東遺跡第２次調査（環濠）の出土土器を、挙げることができる。上述した内容が、

上七曾子遺跡出土土器の様相である。

Ⅱ大分市域の弥生時代早・前期土器編年案

以下、当該期の土器編年を試みる（第26図)。

｢下黒野式」ｌ～11は下黒野遺跡、１２～20は植田市遺跡出土の壷・蕊・浅鉢である。壷（ｌ～３．１３．

１５）は球形の胴部に短く外反する口縁部、強く内傾する頚部からなり、外面は焼成前に丹塗り研磨さ

れている。１４の高台付き底部は外面に横方向の丹塗り磨研が施されており、壷の底部と判断される。

饗は、体部上部が逆「く」の字状に内傾するもの４．６．１６．１８（A類）と、直線的に立ち上がるも

－４５－



の７．１７（Ｂ類）がある。口縁部外面の若干下った位置に一条の刻目突帯文が巡る。刻目は概して粗

い。胴屈曲部に、突帯や刻目は施さない。器面調整は、内・外面とも横方向の貝殻条痕の調整が見ら

れる。

浅鉢８．１９は体部上部を逆「く」の字状に内傾し、その屈曲部に浅い沈線や段を施す。口縁は極弱

く外反し、端部は尖り気味である。器面調整は、磨き又はナデである。浅鉢９は内傾する体部で、細

く短い口縁部が上方に引き出されている。屈曲部以下の外面は横方向の貝殻条痕文、内面は横方向の

磨き調整である。浅鉢10は、逆「く」の字状に内傾する胴部と外反する比較的に長めの口縁部を持つ。

口縁部内面は、軽い丸みを帯びて外反する。胴部の屈曲部に刻目を施す。器面調整は、９と同じであ

る。浅鉢１１．２０は、体部上部が「く」の字状に曲がり口縁部は立ち気味に伸びる。口縁端部は、細く

尖っている。器面調整は、他の浅鉢同様である。

両遺跡とも包含層からの出土資料であるが、限られた範囲からの出土であることや、他時期の遺物

が混入されていないこと等を考慮すると、比較的まとまった資料と評価されている。これらの土器の

様相は、高橋の提唱した刻目突帯文単純期の「下黒野式」（高橋1980）と同様の形式内容を示してい

る。

｢一方平Ⅳ式」一方平Ⅳ遺跡出土の遺物を標式とする（21～29)。

壷21は頚部から胴部にかけての段、球形の胴部をもつ平底の壷に復元できる。器面調整は内面ナデ、

外面は磨きが施されている。

饗２２．２３は体部屈曲部より緩く外傾しながら伸び、口縁端部は尖り気味で、口縁部のやや下に一条

の刻目突帯文を巡らす。瓢24は胴部上位で屈曲し、外傾しながら口縁部にむかって立ち上がり一条の

刻目突帯文を巡らす。器面調整は、内・外面とも貝殻条痕の後ナデ調整である。口縁部下に無刻目の

突帯を巡らす25、刻目の突帯を巡らす26は、どちらとも、底部から胴部、口縁部へと大きく開くもの

で口縁端部は尖り気味である。底部は外側にやや張り出した平底を呈している。器面調整は、貝殻条

痕の後ナデ調整である。劃28は、体部上部を「く」の字状に湾曲し、口縁部下端に刻目突帯文を巡ら

す。屈曲部に二本の沈線を巡らしている。２９も同様の器形を呈しているが胴部屈曲部は、刻目や沈線

を施していない。

浅鉢27は、逆「く」の字状に内傾する胴部から湾曲しながら口縁部へやや長めに伸び、屈曲部に沈

線を巡らせる。器面調整は、内面はナデ、外面は磨きである。

一方平Ⅳ遺跡の貝殻条痕調整の土器群は、口縁端部が尖り気味であること、屈曲部の沈線が、前段

階の刻目から変化したものであると考えられる饗などから、下黒野式に比べ後出するものである。浅

鉢に関しても同様に後出する要素が見られ、鍵の変化の想定を支持している。これらの資料は上七曾

子遺跡出土土器よりは明らかに古い様相をしめしている。おおむね板付Ｉ式の併行期に位置づけられ

よう。

｢上七曾子式」上七曾子遺跡出土土器群（30～３３．３８．４１～43)、一方平Ⅳ遺跡出土土器群の一部（３４

～３７．３９．４０）を標式にする。現状で壷・饗・浅鉢を確認できる。

壷30は、板付式の影響を受けていると考えられる夜臼系の壷である。３７は、段を有する頚部、やや
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第26図大分市域の弥生時代早・前期土器編年（縮尺は1/１２）
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球形の胴部を持つ丹塗磨研の壷である。器面調整は内面ナデ、一部磨き、外面ハケ目調整後磨きを施

している。

饗35の形態は、２５．２６に類似するが、外面調整は横方向の貝殻条痕からハケ目調整後ナデヘと変化

している。３２～34も同様の形態をしているが口縁部の立ち上がりが急で、口縁端部は尖り気味である。

口縁直下に細かい刻目突帯を巡らす。下城式謹の祖形饗と考えられる一群である。３６．４０．４２は、や

や外反する口縁部と屈曲する胴部を持つ蜜である。口縁直下及び胴部屈曲部に一条巡らす36、二条の

刻目突帯を巡らす４０．４２がある。４２は上下の突帯間に縦二条の刻目突帯を等間隔に８本施し、その空

間の下位に半円形の刻目突帯を施すものである。

浅鉢41の調整は内・外面ともナデ調整であり、胎土も弥生土器の特徴を示す。

以上、板付式の影響を受けていると考えられる壷、如意形の饗、深鉢から形式変化した下城式喪の

祖形謹、広がり気味に口縁が伸びる刻目突帯文喪、浅鉢の一群を「上七曾子式」とした。これらは、

貝殻条痕調整からハケ目後ナデ調整と言った変化が見られる一群である。板付Ⅱａ式の古段階に相当

しよう。

｢下志村式」４４～58は、下志村遺跡出土の壷・饗である。

壷４４．４５は強く外湾する口縁部を持ち頚部との境に僅かながら段部を有し、内傾する太く短い頚部、

球形状の胴部からなる。４９．５１は頚部と胴部の境に削り出し突帯を有するものである。５０は頚部が長

く伸び、胴部との境に小さな一条の突帯を巡らす。下志村遺跡出土の壷は、削り出し突帯を有するも

のが主体を占める。器面調整は、内・外面とも丁寧な磨きが施される。

饗４６．４７は直立する口縁部を平坦に仕上げ、その両端に刻目を施したものである。４８は口縁端部の

極わずか下方に刻目突帯文を巡らすものである。５２～54は体部がやや直線的に立ち上がり口縁部下に

刻目を巡らすものである。５５～58は口縁部がやや厚く口縁部下に刻目を巡らすものである。５５.５6の

ように口縁部下４～５ｃｍの所に二条の沈線を巡らすものもある。喪はすべてハケ目調整である。

以上が下志村遺跡の土器の様相である。壷・饗の形態を見ると、如意状の口縁部をもち口唇部に刻

目をもつ所謂板付式喪の存在は無いが、下城式饗の祖形と考えられる謹の存在、短く外反し、肥厚す

る口縁部、球形の胴部に内傾する頚部、頚部と胴部の境の削り出し突帯などの特徴を持つ壷のありよ

うは、板付IIa式の段階に相当しよう。

５９～62は、東田室遺跡第２次調査SKO9出土の壷、鉢、饗である。５９は削り出しの突帯を有する壷で

ある。器面外面は磨き調整である。６０は、「ハ」の字状に開く鉢で、口縁部のかなり下に一条の刻目

突帯を巡らす。外面は、ハケ目後磨き調整である。６１．６２は砲弾形の器形を有し、口縁部下に刻目突

帯を巡らす喪である。外面はハケ目調整である。削り出し突帯を有する壷が見られる事から、板付II

a式の時期を考えた。壷の口縁の伸び、やや平坦化した饗の口縁部形態を見ると、下志村の土器より

やや後出の感がする。壷の頚部と胴部の境に沈線を巡らすのではなく、削り出す突帯である特性をみ

ると、下志村式の範晴にあると想定できる。

以上、下志村遺跡出土の壷、喪等は、上七曾子式と差異は無いように見えるが、下城式饗祖形饗の

口縁端部の尖りが、やや弱くなっていること、土器の調整が、ハケ目を施した後ナデや磨きを行う段

－４８－



階からハケ目のみの段階への変化が窺えること、上七曾子で見られた縄文の系譜を継いだ浅鉢が見ら

れないこと、内傾接合が見られなくなることなど、これらを考え合わせると下志村式は、上七曾子式

にやや後出する感がある。

今回上七曾遺跡２号溝の出土遺物は数少ない辿物量であったが、索、如意状口縁謹、下城祖形喪、

大形の突帯文裂、浅鉢と言った豊富な器種が見られた。特に板付式の影響受けていると考えられる壷、

如意状口縁饗、縄文時代の謎の系譜を継いだと思われる刻目突帯饗が、セット関係で確認できたこと

により、弥生前期の様相を補完しうる資料といえる。
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表３縄文土器遺物観察表（２）
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霞
口径
(c､）

(24.8）

底径

(c､）
術考

胴部

きめ細かい粘土

胴部

脚部にスカシ風の孔がある。

１１報部

11級部

11緑部

１１緑部

１１緑部

きめ細かい粘ｋ

'1緑部

きめ細かい粘上

I|紳部

１１緑部

鉢’1緑部



－５２－

表３縄文土器遺物観察表（３）

挿図稀号

第１１図4２

第１１個4３

第11回4４

第１１図4５

第１１図4６

第１１図4７

第１l図4８

第11図4９

第１１図5０

第11図5１

第１１図5２

第11図5３

第11図5４

第11図5５

第１１図5６

第１１図5７

第１１図5８

第IlIIi59

第11図6０

第11図６１

出土区・辿椛

FＣ９

１Ｊ１．２，３

－粥

FＧ９

FＧ９

I､レンチＧＦ８

SDO221W

FＧ９

FＧ９

一粥

FＧ９

FＧ９

FＧ９

Ａ・ＢＣ７～１０

FＧ９

FＧ９

FＣ９

FＧ９

FＧ９

FＧ９

胎土

混和材

叩剛(『○

jrIlXI(iＯ

(『災△

角閃(i○

mlNI(i○

｛f英△

(f英○

角lIWiO

mｌｌＷｉＯ

角閃(i○

角閃(i○

角閃(i△

β1U1l｛i○

(i災△

阿閃ｲiＯ

角閃ｲi△

(｢典△

何英△

肌色純子○

角IlWiO

粒子

l&I色粒ｆ○

微1９

笈〃△

1M色粒fO

ItI色粒ｆ○

微位

鴛母△

1M色粒ｆＯ

Ｉ』I色1Ｗ○

足(ｉ

Ⅲ
幽
哩
伯

細
町
内
胤
災
徹紅

Ｍ１色粒ｆＯ

ｌ'1色粒ｆＯ

砂紅○

微粒

欝ﾉﾘ△

lもｲｉ

細粒

町閃ｲｉＯ

蝉ｿ△

ｌＨｉ

微紅

角閃ｲiＯ

脚り△

砂位○

脚『

糊位

盤〃○

1M色↑伽ｇｏ

''１色粒子○

脚『

餅Ｍ

盤母△

赤色位ｆ△

''1色IiMzO

、
枇
腿
砂

微馳

亦幽j(ｆ△

Ⅲ色側I篭○

I‘1色側ｆ○

細粒

肌色枕ｊｚＯ

１Ｈ「

砂ｉ１ＭＯ

徹紅ｆ

ｌをｲiＯ

微側

I‘I色Ｉ鋤:○

細脳

曲Ｉ)ﾘｲi○

赤色靴ｆ△

I‘I色側･fＯ

微紅

蝉母△

1M色粒･fO

I'1色粒子○

災(ｉ

微粒

粒

阿閃(『△

、色位〕篭○

細粒

}1,(色粒fO

lfl色粒ｆＯ

I‘1色粒ｆ○

微紘j：

121色位ｆ○

｛i○

糊ｆ○

位ｆ○

△

色調

内面

淡灰色

微『

蹄茶掛色

徹側

峨阪色

徹粒

昭茶褐色

淡批色

紺Ｉ

茶褐色

微粒

微枇

暗樋色

泣
枇
位

微
微
微
灰色

細粒

略茶棚色

微粒

微粒

淡茶柵色

M1褐色及び

暗茶褐色

微粒ｆ

茶洲色

淡茶吠色

微醐

暗灰潤色

微施

略灰禍色

MⅧ色

微純

茶渦色

暗茶禍色

馴色

外、

淡茶脚色

暁灰色

暗灰色

、色～紺地

蹄灰色

暗茶褐色

暗樋色

暗茶褐色

暗茶禍色

暗恢色

口灰色

樋褐色

暗茶褐色

灰褐色

暗茶伏色

暗灰褐色

M(褐色

茶棚色

M1褐色

1M禍色

M掛色

器而洲脳

内而

横方向の雁き風ナデ

熔さ風ナデ

腰き

条狐後ナデ

附き

膳き

ナデ

畷き

ナデ

ナデ

膳き風ナデ

騰言風ナア

雁き肌ナデ

雁き

l驚き風ナデ

解き

横万ｌｉﾘのナデ

階

鵬き

外面

隅消縄文

l耕ri剥文

陥消縄文

l肺Ii縄文

l怖'i縄文

附梢縄文

踊浦瓢文

脈岬１１文

職iii縄文

雁禰縄文

鵬浦縄文

l糊‘j細文

l獅測'1文

鵬荊縄文

職fi縄文

岬iili縄文

l糊'i縄文

I蹄榔文

脈ili洲文

口径

(c､）
底径

(c､）
備樗

湖部？

'１織部

きめ細かい砧上

頚部？

きめ細かい粘上

11紬部

'1級部

きめ細かい粘上

１１織部

きめ細かいWi上

11雑部

きめ細かい粘上

「



－５３－

表３縄文土器遺物観察表（４）

挿図箭号

第１１図6２

第１I図6３

節11個6４

第１１図6５

第１１図6６

第１I図6７

第１１図6８

第１I図6９

第１I図7０

第１l図7１

第１１回7２

第１１図7３

第１１図7４

第１２図7５

第12側7６

第12図7７

第12間7８

第12図7９

第１２側8０

第１２図８１

第12図8２

第12図8３

出土区・巡構

FＧ９

FＧ９

FＧ９

SDO4HI3～６

一活

FＧ９

SＤＯ４１ｊ２

FＧ９

FＧ９

ＤＯ４Ｈ７‘８‘９．１０

FＧ９

FＣ９

FＧ９

ＳＤＯ４Ｈ７､８．９．１０

ＳＤＯ４Ｈ３～６

FＧ９

ＳＤＯ２ＮＯ,1０５

FＧ９

FＧ９

FＣ９

FＧ９

SDO4H13～６

胎土

混和材

角側｛i○

的閃(i○

角ljWi◎

jrIIRlｲiＯ

(淡△

(『災△

(i災△

角lNl(i○

(｢典△

『i災△

町閃ｲiＯ

jrIIIl(i･○

(i災△

角閃(i○

jrIl11ｲiＯ

町閃(i○

角閃(i○

jrI閃(『○

/fIlNl(i○

町閃(i○

川閃ｲiＯ

角閃｛i○

粒子

細粒

災｛『

微紅

微粒

I‘I色粒ｆＯ

細粒

○

I‘l色lＷ

細粒

角閃ｲｉＯ

ＩＭ色紅ｊａＯ

ｎ色粒ｆＯ

ｊＨｉ

砂馳○

微位

川閃(f○

l‘１世粒.f○

小枇

角閃｛i○

鴬母△

亦色粒子△

M‘(色粒ｆ○

I‘I色脳ｆ○

徹醐

亦色粒-f△

鵬色粒ｆ○

i‘I色位jaO

洲枇

、閃ｲiＯ

蕊〃△

l‘i色賊子○

細煎

IrIlNlｲiＯ

ＪＷ△

が色粒ｆ△

肌色粒ｆＯ

ｌ‘I色粒ｆ○

砂加

細泣

|M色粒ｆＯ

ＩｌＩ色WＩｆＯ

微仙

鴛母△

肌色#”0

111色粒子Ｏ

１Ｈｉ

細粒

阿閃(f○

101色”○

N､(色粧ｆ○

徹位

'’1色位ｆ○

細粒

盤母△

肌禍色○

砂粒

jWWM

1M色粒-f◎

１．１色粒子◎

微粒

蝋ﾘ△

肌色粒ｆ○

微粒

、色樋．f◎

1M色航子。

微粒

Ⅱ.(色施ｆ○

細位

蝶〃△

粒ｆ

1M色煎ｆ◎

(i典△

細粒

黙代'○

色調

内面

茶出色

1M褐色

淡灰茶色

暗茶脚色

徹粒

lMi灰掲色

細粒

赤禍色

微棚

淡茶出色

微位

微樋

I輪禍色

細煎

M(色

微粒

微粒

灰茶閲色

枇
位
位

細
微
小

暗茶褐色

ｌＩｉ茶褐色

微煎

茶Ｍ１色

微粒

茶棚色

識&色

微↑'Ｍ

粒j､

茶柵仏

蝿&色

微粒

1Ｗ潤色

'１１茶褐色

晴灰色

１MＷ

卵褐色

茶褐色

微仙

外面

茶棚色

MＩ潤色

淡M柵色

暗茶棚色

茶棚色

暗茶褐色

｣M渦色

卿u色

茶禍色

灰茶測色

略茶褐色

蹄茶褐色

淡茶潤色

爺潤色

茶棚色

暗茶褐色

IIT褐色

噸&色

昭茶褐色

淡茶測色

|Ｗ禍色

茶褐色

器而鯛離

内面

順き

雁き

ナデ

ナデ

畷き

際さ風ナデ

ナデ

暇さ胤ナデ

ナデ

斜め方向のナデ条孤

踊さ風ナデ

膳き

横方向の膳き風ナデ

際さ風ナデ

仙方IfIlのナデ

Mi〃|;ﾘのナデ

一部暇さ

踊さ風ナデ

ナデ

雁さ風ナデ

棚ナデ

順き

外面

l糊淵1文

職ili縄文

踊禰謝文

臓肖孤文

嬬浦劉文

畷fj瓢文

附消純文

崎消し純文

儒消縄文

袋摸

I鱗ili縄文

膳捕純文

ナテ

|仇方向のナデ

微方向のナデ

櫛方向のナデ

蝋方向のナデ

ﾅﾃ゙

順き風ナデ

暇き風ナデ

l驚き

僻消縄文

口径

(c､）

(34）

(19.9）

(47.4）

底径

(c､）
備考

きめ細かい粘l：

鉢１１緑部

11緑部

11織部

WIIIi”{､職のため、緋獅朗

外１ｍ鉄分付ﾉＷ

胴部？

鉄分付満のため糾溌不明瞭

11織部

li緑部

鉢１１緑部

きめ細かい粘上

きめ細かいWit

'1緑部

鉢Ⅱ隷部

11織部

11織部

鉢１１緑部

きめ細かいWi上

'1紬部



－５４－

表３縄文土器遺物観察表(5)

挿図播浄

第１２図8４

第１２図8５

第１２図8６

第１２図8７

第１２図8８

第12慨8９

第12図9０

第12図9１

第l2IXI92

第12例9３

第１２図9４

第１２図9５

第12個9６

第12間9７

第１２図9８

第12側9９

第１３図１００

第13図１０１

第13図1０２

第13図1０３

第１３例1０４

出土区・遮櫛

FＧ９

FＧ９

FG9

FＧ９

FＧ９

一活

FＣ９

1℃９

FＧ９

FG9

SＤＯ４

ドＧ９

FＧ９

FＧ９

SDO4HI3～６

ドＧ７

FＧ９

ＥＦＩ～７

ドＣ９

FＧ９

－湖

胎土

混和材

、閃石△

角閃行。

川iXlfl△

角閃石○

角閃石◎

阿閃万○

jYIlNIｲi◎

jTjlIWf◎

jYI閃ｲiＯ

jYIlIW『○

(i英△

鮒閃石◎

(i英○

角閃ｲ『◎

ＩＴＩ間(7○

jYIlXl(７０

角閃行Ｃ

ｍｌＮＨｆＯ

irllNIｲiＯ

jTllNI｛i○

IrllNlｲiＯ

粒子

IPI色泣○

微泣

１１色粒子○

MM色粒子○

細粒

赤色粒｡f△

jM色粒子◎

則粒

rI色泣ｆ○

馴粒

、色粒子◎

胤色粒子◎

細粒

要母○

亦色粒ｆ△

白色粒子０

微粒

笈〃○

亦色粒子△

1M色粒子０

１‘I色粒子○

ljM

rI

)Ｍ

細粒

Ili色粒j２Ｏ

微粒

Ⅱ.(色泣.f◎

I‘I色粒.f○

細粒

ｌ‘I色粒ｆ△

馴馳

角閃fiO

盤母○

肌色粒ｆＯ

ｉ‘I色粒了○

細粒

卿１０

'’１色粒子○

細粒

jrINｲTＯ

砂粒○

''1色粒ｆＯ

微位

I‘i色粒ｆ◎

細粒

I‘I色粒ｆＯ

細粒

笈母△

I‘I色粒ｆＯ

砂靴

腿ｲ『

''1色粒ｆ◎

jrIlNi(i◎

I‘I色。

微樋

卿ﾘＯ

Ｉ‘1色粒.f○

砂紘

微位

亦色粒ｆ△

lと(ｉ

Ｍ職色Ｏ

Ｉ‘1世粒子○

細11Ｍ

典母△

照色粒子○

l‘I色粒下○

細粒

典Iﾘ○

M(褐色○

粒

色粒ｆ◎

色位子。

色削

内ｉｈｉ

茶褐色

淡褐色

淡胤褐色

淡灰褐色

暗茶褐色

徹粒

暗茶褐色

微粒

紅’

淡茶褐色

淡灰無色

淡褐色

M鵬色

淡版色

細粒

微紘

茶褐色

微粒

略茶褐色

微粒

暗茶褐色

Wf峡色

微粒ｆ

版褐色

畝聴

微他

淡坑色

微粒

徹位ｆ

鯖Ⅸ褐色

微臓

位ｆ

M蝋色

細粒

微位ｊ２

徹位jｚ

灰色

微紘

徴紘j皇

微粒ｆ

1Ｗ茶褐色

微位

微泣』？

外而

暗茶掛色

淡褐色

淡灰色

淡灰褐色

淡灰色）

茶褐色

淡茶褐色

淡灰照色

淡灰色

州u色

淡灰色

1W茶褐色

茶褐色

附茶腿

一部Ⅲ

|肝茶褐色

鵬褐色

溌戊色

暗褐色

茶褐色

|細調色

llil綱&色

色
色

器而調雛

内面

鰐き

帆方向の条棋

暇さ

|ルさ風ナデ

帆方向のナデ

帆方向のナデ

佃方'''1のナデ

Ｍ１方向のナデ

伽方向のナデ

伽方向のナデ

ナデ

附き風ナデ

柵方向のナデ

M嬉風ナデ

・細M色

ＷｊＴｈ１のー ﾃ゙

燃方向のナデ

Ｎｉ方向のナデ

ナデ

踊さ

附き風ナデ

ＭＩＩ指ナデ

外面

踊さ

Ｗｉ向のナデ

ナデ

棚方向のナデ

畷さ風ナデ

樹ナデ

附き

樹方向のナデ

仙方何のナデ

槻方！;ﾘのナデ

ナデ

鵬き風ナデ

粂虹艇柵ナデ

ナデ

横方IfIlのナデ

l鱗i‘測文

斜め方向のナデ

職肖細又

雁さ

斜め〃lfllの条汎

伽〃|ｲﾘのナデ

ド部斜め〃何のナデ

口径

(c､）

(17.4）

(19.4）

(30.2）

(28.6）

(33.6）

3）

憧膳消し

癖
酎

‐

備考

’
1.1締部

きめ細かい砧上

I職部

11灘那

鉢？１１織部

ｎ織部

ｕ蒜部

鉢？’1綜部

神１１織部

鉢１１紬部

深鉢’1紬部

11穀部

鉢１１緑部

11灘部

きめ細かい粘上

波状11線部深鉢

I』隷部～服部

きめ細かい粘上

深鉢

｢1級部



表３縄文土器遺物観察表（６）

挿図爵号 出土区・巡槻

師１３図105 SDO4HI3～６

鋪１３図1０６ SＤＯ４１ｊ２

卵13図1０７ SＤＯ２ＮＯＩ０６

第13図１０８ SＤＯ４ＩＪ２

第１３図1０９ FＧ９

鋪１３図110ＳＤＯ４Ｉ･{7.8.9.10

節13図1１１ ＳＤＯ４１３

師１３図1１２ ＨＩ３～６

堀１３図113 Ｆ8.9.10

燕１４図１１４ 一招

鋪１４図1１５ FＧ９

第14図１１６ FＧ９

期14図117 FＧ９

砺１４剛１１ FＧ９

師14図１１９ FＧ９

師１４図120 FＧ９

節14図1２１ FＧ９

胎土

混和材

iYllNI5O

角閃(i○

jTI閃｛『○

jYIlXI｛i○

(i典

川ＩＸｌＹ７Ｏ

、閃(i○

(｢典△

jYIlRlYiO

(｢英△

剛Ⅲ｛i○

町閃ｲ『○

１１典△

町IRI(iＯ

ｲi災△

阿側(i○

川閃(｢○

粒子

砂粒○

笈母△

典〃○

細粒

典母○

赤色粒．f△

冊褐色O

rI色粒下○

微粒

喋母○

101色粒子○

細粒

jM褐色○

''1色粒ｆ○

細粒

jnlN脈

赤色粒ｆ△

砂粒

艮ｲ「

微粒

蝿母△

赤色粒ｆ△

照褐色○

白色粒ｆ○

細粒

赤色粒12△

、色粒ｆＯ

ＡＭ色粒子○

細粒

角閃石○

1M色泣ｊｇＯ

ｎ色粒ｆＯ

照褐色○

I‘I色粒ｆＯ

腿{ｉ

砂粒○

剥粒

角間ｲiＯ

巽母○

赤色粒ｆ△

M(色粒１２○

lとｲ』

微泣

震〃○

徹鞄

典母○

I"I色粒ｆ○

小粒

刈閃｛『△

赤色粒1%△

綱,A片Y）

砂粒○

洲

蝿母△

砂粒○

脚色側ｆ○

小粒

小粒

結品片洲

腿(ｉ

ｎ色粒f

M1色位ｆ

微粒

赤色粒ｆ△

Ⅱ.(色粒ｆＯ

Ｉ･I色粒ｒ○

砂粒○

色調

内面

暗茶灰色

暗茶褐色

細粒

細粒

微粒-ｆ

微粒ｆ

災褐色

微粒

微粒ｆ

淡灰色

微粒ｆ

微粒ｆ

鯉色～

細粒

細粒

細粒

無褐色

微粒

粒ｆ

微粒ｆ

徹位ｆ

淡災灰色

粒ｆ

徹粒ｒ

微馳ｆ

淡災色

微粒

微泣ｆ

微粒ｆ

暗茶褐色

暗褐色

微粒

細脚

細粒

微粒

胤色

微位

瓜褐色

細粒

淡樋褐色

細粒

細粒

烈色

微粒

黙仏

角閃(ｉＯ

愛母

I‘I色糊ｒ○

砂粒○

淡茶褐色

淡茶禍色

外而

暗茶灰色

黒色及び

暗如M色

淡灰色

淡茶褐色

淡樋I』I色

暗茶褐色

暗茶褐色

淡典色

暗茶出色

暗灰色

色

暗茶測色

樋潤色

樋褐色

樋褐色

細粒

微粒

淡斜&色

亦禍色

内面

横方向のナデ

畷さ風ナデ

淡茶灰色

麻き

縦方向のナデ

ﾃー゙

解き風ナデ

購さ風ナデ

雁き肌ナデ

解き

踊さ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

縦〃何のナデ

－５５－

器而調整
口径

外而 (c､）

横方向のナデ

膳き風ナデ (24.2）

横方向のナデ

横方向のナデ

ナデ (25.8）

雁き

職方向のナデ (32.2）

雁さ風ナデ

ナデ

ナデ

畷き

膳き

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

斜め〃ﾘﾘのナデ

底径

(c､）
術考

11緑部

波状11緑部

'1織部

I脈嫡

11級部～胴部

深刷

きめ細かい粘|：

内外帆洪に!“Iあり

I職部～胴部

服部

きめ細かいWil

灰部

底部

服部

Ij剛'１

服部

胴部？



表３縄文土器遺物観察表（７）

州譜

外面

－５６－

挿図箭号

第14図122

第14図123

第14図124

第l4ml25

第１４図126

節１４回１２７

第14図１２８

第１４図129

第１４図１３０

第14図1３１

第１４図１３２

第14図133

第１４図134

第14図135

第１４図136

第l4IXI137

第１４図138

出土瞳・辿櫛

FＧ９

FＧ９

FＧ９

FＧ９

FＣ９

一柵

ＳＤＯ４Ｉ１７．８．９．１０

FＧ９

F8.9.10

FＧ９

FＧ９

一語

FＧ９

ＳＤＯ４ＨＩ３～６

SDO2充掘時

1℃９

F8.9.10

胎土

混和材

角閃荷○

イi災△

1.1色粒子○

jYllll(『△

mlNlｲ『○

(砿○

阿閃ｲ7○

ITI閃行○

(｢災△

jrllXl｛rＯ

jrIINlｲiＯ

角閃(i◎

角lNl(i△

角lNHiO

｛i災△

miNlｲiＯ

角川(『○

粒子

細粒

''1色刺ｆＯ

胤色紅j:ｏ

１Ｈｆ

細粒

角閃(i○

赤色靴ｆ△

I‘|“ｉＩｆＯ

胤色値ｆ○

砂粒

艮(ｉ

無褐色

砂粒○

細粒

砂粒Ｏ

脚ｉ

細粒

長fｉ

赤色粒ｆ△

白色粒ｆ◎

胤色純．j℃

細粒

角閃(iＯ

微粒

I¥△

徹粒

赤色粒ｆ△

1'1色粒ｆ○

蝋色粒ｆ○

画筑
エ己

ＷｉＯ

母△

亦色糊ｆ△

災《ｉ

蝋色脚ｆ◎

細

角

細粒

雲母○

I‘I色粒ｆ◎

!“粒』｡

砂粒捉人

細粒

裳母○

赤色随ｆ△

、色１Ｗ：

lＨｉ

朝前

亦幽

艮(I

MM色

I‘1世

微粒

砂粒○

''１色粒ｆ○

肌色粒ｆ○

微粒

M拙色０

１，１色肱ｆＯ

災蘭

砂放○

細粒

鮒閃{ｉＯ

赤色紬ｆ△

l‘I色粒ｆＯ

砂粒

冊

雲母△

白色位ｆ○

赤色糊ｆ△

蝋色粒ｆ○

細粒

足(ｆ

!』.(色煎fO

I41色粒ｆ○

粒ｆ△

蝋ｆ◎

純ｆ

色刷

内mil
ＩＪＩ蝋色

粒『

灰IIJ色

粒
樋
馴
細

微1,1

Ｍ渦色

淡茶禍色

微1１

茶渦色

微1,（

細醐

粒ｆ

柵u色

細位

茶出色

微粒

淡灰禍色

淡峡色

細粒

微側

細粒

徹粒

淡灰M1色

細位

峨剃3色

細1Ｗ

小粒

茶禍色

細粒

淡亦出色

肌色

微馳

淡茶褐色

紅
枇
細
細

肌色

微測

淡茶出色

樋褐色

HilU色

茶褐色

淡茶褐色

淡椛色

柵“

茶|M色

晴茶褐色

If褐色

淡棚u色

茶禍色

暗茶褐色

淡戯褐色

樋色

淡茶褐色

洲&色

樋褐色

器而澗薙

内面

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

Ｍ１斑不IﾘＩ

ナデ

Ni〃lh1のナデ

当
ざ

ナデ

ＩＩ階風ナデ

附き風ナデ

隅さ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

附き

外面

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

枇方向のナデ

ナデ

仙方Ihlのナデ

ナデ

ナデ

ナデ

鵬き

ナデ

雁き風ナデ

ナデ

ナデ

斜め〃|Alのナデ

ナデ

口径

(c､） 繍’
(6.0）

(4.1）

(5.1）

(8.0）

(8.1）

(8.8）

(6.9）

(8.7）

(6.4）

(4.1）

(5.4）

(5.4）

(6.0）

底部

底部

底部

底部

底部

庇部

底部

きめ細かい粘上

庇部

内面に黙斑あり

底部～服部

底部

服部

底部

底部

服部

底部



－５７－

表４弥生土器遺物観察表（１）

表３縄文土器遺物観察表（８）

指図番号

第１５１剛

第１５１２１２

第１５図３

卵ｌ６１Ｘｌ４

第16側５

第１６図６

第１６図７

第１６図８

第１６例９

第16図1０

第１６図１１

第１６図1２

第１６図1３

第１６図1４

第１６関1５

第１６図1６

出上地点

SＤＯ２

SＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

EＯ３

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＮＯｌＯ７

SＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

ＳＤＯ２

器棚

0

ｈＭ

弧

艶

鉢

蝿

弧

瓢

艶

艶

艶

蝿

艶

弧

艶

艶

帥

胎ｋ

混和材

砂粒

｛ｉ

fi英

的閃

雲Iリ

砂粒

石英

角閃｛ｉ

赤色粒

砂粒

ｲi英

角ｌＩＷｉ

赤色靴

l‘I色粒

砂粒

角閃｛ｆ

白色粒

粒
灯
砂
足

砂粒

行英

角閃(『

I‘I色粒

ｲｉ

粒

粒

(i英

角閃

赤色

白色

良(ｉ

灯

角

角閃ｲｉ

ｎ色粒

腿ｲｉ

石英

角ＩＲＩ｛ｉ

白色粒

艮ｲｉ

砂粧

角閃灯

愛Iリ

赤色粒

角MWi

I1I色粒

lをｲ『

(i災

角閃ｲｉ

ｌ‘1色枇

荷英

角|)Wi

IgI色判

汀英

角川、

蝋色粒

砂粒

〈『典

角閃汀

赤色粒

I(ｉ

粒子

小粒

細粒

小城

細～小粒

削対

小粒

微粒

細粒

細粒

微粒

微粒

細粒

細粒

細粒

１
１
制
荊

微粒

微粒

小粒

微粒

微粒

微粒

細粒

細粒

微枇

微粒

小１

微１

小粒

細粒

小粒

細粒

細粒

微粒

粒
粒

色仙

内而

淡世茶褐色

淡茶褐色

淡茂茶褐色

淡蛍茶褐色

肌色及び

淡随i‘I色

淡慌''1色

淡茶峡色

淡随''１色

賠樋色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡催峡色

淡蛍茶褐色

淡茂茶悶色

淡黄褐色

外而

淡此茶褐色

淡茶褐色

淡蛍茶褐色

淡峡褐色

淡亦褐色

淡椛灰色

淡茶褐色

淡惟色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡茶灰色

淡茶灰色

淡樋灰色

肌色及び

淡鹸褐色

器而調鞭

内而

ナデ

膳さ

ナデ

指抑きえ

ナデ

ナデ

r蹴なナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

1:典による

解き風ナデ

l~暇なナデ

ナデ

府ざ風ナデ

ナデ

外面

ナデ

ハケ1１

ハケ１１後

ナデ欄ｼ

ナデ

ナデ

仙ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

::典による

鰐き風ナデ

ナデ

I:典による

解き風ナデ

ナデ

口掻

(c､）

1４．８

(19.3）

(49.3）

(27）

(２９.‘1）

淵尚

(c､）

2４．３

(28.9）

(４３，３＋α）

賎径

(c､）

7.3

(9.3）

伽簿

胴部雌ﾉ<２１cｍ

9本/1ｃｍハケメili位

仮付''八

I|緑部

Iﾉ､Ｍｉ煤{､j間

il織部

内面媒付埼

外ＩｍＭＩ斑あり

11緑部

11難部

１１緑部

１１織部

１１織部

外傾接介

11緑部

11縁部

11織部

１１縁～膿部

|AI傾接介

11緑～胴部

外傾接合

挿図播号

節14図139

第１４回140

出土ｌＸ・過柵

FＧ９

FＧ９

胎上

混和材

ｊTI閃｛f○

町閃行△

軌子

微枇

裳〃△

照色肱ｉａＯ

ｎ色粒ｆ○

細粒

測り△

LＨｉ

、仏枇ｆ◎

色訓

内面

1M褐色

微粒

肌色

細粒

外面

茶Ⅲ色

淡価褐色

冊而潤縦

内面

ナデ

ナデ

外面

枇方li']のナデ

ナデ

'１径

(c､）
擬
湖
底
に

(9.5）

(６‘５５）

髄毒

底部

底部



－５８－

７

留別

表４弥生士器遺物観察表（２）

指図播号

第１６図1７

第16図1８

第１６図1９

第１６図2０

第1612121

第1612122

第１６隙１２３

第１６図2４

第１６図2５

第１６掴2６

第１６図2７

第１６図2８

第１６剛2９

出土地点

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

ＳＤＯ２

器利

壷

瑠醒

1瀧

噸

Ⅵｆ

f腿

gF

tlIf

■GF

tl葱

翌

珊唾

喪

艶

胎土

混和材

I‘l色粒

(i英

角閃ｲｉ

赤色粒

砂粒

(『災

角閃ｲ『

砂

粒

ヨ
ーイ

ｲi英

角閃

災行

砂粒

以色

(i英

角lXlfi

砂粒

赤色粒

肌色粒

灯

ｲ｢英

角閃

砂粒

災行

石
粒
粒
粒

ｲi災

角閃

赤色

白色

胤色

砂粒

ｲ『典

角川ｲｉ

砂粒

肌色粒？

ｲi英

刈Rlｲｆ

ｌ‘1色粒

砂粒

(i災

jrl閃ｲｉ

砂粒

(i英

町閃ｲ「

亦色粒

|‘1色粒

砂粒

災(『

ｲi災

角側f『

赤色粒

ｲ域

角lX

l‘1世

｛i英

卿閃石

赤色粒

肌色粒

砂粒

打
粒

紅子

小粒

細粒

小粒

小粒

細粒

小粒

細粒

細粒

小粒

細粒

小粒

細粒

細粒

細粒

細粒

小粒

小粒

細粒

小粒

細粒

小粒

細粒

小粒

細粒

小粒

細粒

小粒

微粒

小粒

ﾉ１，

紺

小粒

細粒

粒
粒
１
１

色ｉｉＭ

内而

１Ｍ色及び

灰IqI色

肌色

淡褐色

淡亦個巴

淡樋色

淡怖、色

淡樋''1色

灰褐色

淡樋白色

淡随白色

峨位色

陥椛色

１Ｍ色及び

淡惟白色

外面

１Ｍ色及び

灰''1色

淡随色

淡亦褐色

i災亦脳巴

淡樋色

淡碓灰色

淡椛色

淡樋白色

赤出色

淡亦褐色

附随色

侭色

淡慨色

器而訓雅

内而

ナデ

ナデ

解き

ナデ

晦さ風ナデ

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

ナデ

1Ｊ↓ナデ

ナデ

IJLナデ

ナデ

附き肌ナデ

指おさえ

外而

縦方向の

附き風ナデ

ナデ

ナデ

附き風ナデ

膳き風ナデ

順き風ナデ

指おさえ

ハケ11後ナデ

-ｕ↓ナデ

-1:典ナデ

ナデ

IJLナデ

ハケ11後ナデ

ハケ１１後

縦方向の

解き風ナデ

１．１径

(c､）
高
－
器
伽

底徒

(c､）

(4.9）

(7)

(6,7）

８．４

(8.8）

(9.4）

７．１

7．８５

8.7

(7.9）

(7.9）

７．９

７．８５

刷 増

底部先が

内・外Ⅲi煤付繍

底部

底部

服部

服部

内1m黒斑あり

底部充が

外Ini一部煤付猫

庇部

底部

底部

底部

外1m煤(､蹄.ｉ

底部

6～7本/c、

底部

ハケIIilW

底部１Ｊ↓によるケズリ

照斑あり

二次焼成による

ｔ器のはく離あり



表５その他の遺構出土遺物観察表

爵･曙 出土地点 器極

第１７図1 ＢＣＤ－７地点 弥ﾉk艶

第１７側２ ＳＦ－０１ ｔ師器11織部

第I71XI3 SＤＯ３ 須忠器jｆ

第１７図４ ＡＢＣ－７．８地胸 Ilf磁llIl

第l7Ixl5 炎採 MIli器坪

第１７図６ ＡＢＣ７～ｌＯ地点 瓦間鍋

第1７ Ａ-7地点 艶底部

鋪１７図８ 炎採 ｔｌＩｉ鼎坪

第１７図９ SＫＯ４ 上師器坪

第１７図1０ ＡＢＣ－７．８地点 ﾋﾙﾘ器jｲ；

第１７図１１ ＡＢＣ７～ｌＯ地点 上師器坪

第１７側1２ E－６．７地点 ﾋﾙﾘ器坤

第１７側1３ ＡＢＣ７～ｌＯ地点 ＭｌＩｉ器jｆ

第１７脚１４ ＡＢＣ７～１０地点 瓦質鎚

第１７図1５ ドー ８．９地点 上鈍

第１７図1６ F－８．９地点 上躍

胎土

砂

(『典

肌色粒『

(『災

角UＷｆ

''１色粒ｊｚ

赤色粒y

1,1色位「

、閃、

(i典

jY1閃(『

赤色粒J亀

I‘1色粒jｚ

砂粒

砂

砂粒

砂粒

砂粒

砂粒

rI色粒ｆ

ｲi典

角閃行

亦色粒j雀

砂粒

〈i典

角閃石

が色粒ｆ

色狐

小粒

細粒

細粒

細粒

細粒

内而

淡臓色

l‘1位色

峡色

l0i吠色

淡醐色

樋色

淡此褐色

淡茶褐色

此褐色

ｊＩｆ褐色

淡'Ni褐色

淡世褐色

－５９－

外而

淡棚色

rl催色

灰色

Iii灰色

淡批色

淡亦褐色

淡雌目色

淡茶褐色

蛍褐色

此褐色

淡幽褐色

淡此褐色

淡茶褐色

茶褐色

調雛

内面 外面
傭琴

ナデ ナデ

ナデ ナデ

i山611径8.8cｍ

ﾅーﾃ゙ ナデ

ナデ ナデ

ナデ ハケメ

ナデ ナデ iルヒ底篠7‘8cｍ

ナデ ナデ 糸きり

ナデ ナデ

ナデ ナデ 糸きり

ナデ ナデ 糸きり似た庇侭9.2cｍ

ナデ ナデ 糸きりイルt服従10.2cｍ

｢u山焼き？

腿さ３．５ｃｍⅢ,11,35cｍ

災さ４．９ｃｍ帆6.5cｍ



表６石器観察表

指図詩号 出土Ⅸ．逝構 器種 材質 長（c、） 縞（c、） 剛（c、） iｍｉｔ（９） #縦

第20側Ｉ Ｓｏｌｏ② (『錘 緒ＩｌＭ･洲 8.J1５ 7．００ 1．２０ ９０ l端占､|ｔ欠仙

第20図２ Ｈ・’－３～６ 打製｛i斧 卿閃ｲi次IIlVI (5.30） 9．４０ 1．５０ 1２２ 上端・ド端欠批

鰯20図３ SＤＯ３ 川,1,12打製｛r斧 紬仙片ザ (8.90） ６．７５ 1．５０ ９９．５ 12端欠批

第20図４ SＤＯ４ Ｍ,If打製ｲｉ 斧 次111場 (８．１０） 6．５０ 1．１０ ６０ 上端・イi側欠拙

第20図５ Ｆ・Ｇ－９ １１Ｉ､ド打.型｛i斧 結陥片?） (2.30） (6.90） 0．５０ 1１ 〃部のみ

第20図６ Ｆ・Ｇ－９ ｝111,ド打製ｲi芹 結陥片洲 (4.70） 6．４５ 0．５５ ２４ ｋ,惟欠扱

第20図７ Ｅ・Ｆ－２ 打製｢i斧？ 砂岩 (6.90） 1．３０ 1，３０ 8５．５ ド,|§欠拠赤化

第20図８ ＳＤＯ４ IＩＷｉ 砂器 ７１０ 7．２０ 3．９０ 2５１ ド端に解り１ｍ

第20図９ Ｆ・Ｇ－７ ｲflⅢ 花臓器 1３．００ 8．５０ 2．５０ ３０８，５ /f〈i側欠拙

第20図1０ Ｆ・Ｃ－８ ｲillll 伽Rl.(i次IllYI (7.60） (7.80） (7.80） ４８４ 赤化上端・ﾉiﾐｲi側欠仙

第20図１１ Ｆ・Ｇ－９ 卜字形(i器 角閃打安111V） (955） (6.85） (１．１５） ８１．５ l:､ト欠孤

第20図1２ SＤＯ４ {i核ハ サヌカイト ４．６５ 1．８０ |・ＯＯ 1３．４ 金111雁

第20図1３ SＤＯ４ 剥ﾉ１ 姫(＃座臥wM(ｉ (2.60） 2．６０ 1．００ 4８ ド､ド欠批

第20図1４ ＳＤＯ４ 剥ノ ガラス蘭安山岩 (3.15） ３．７５ 0．７５ 7.9 /i側欠扱

第20図1５ Ｆ・Ｇ－９ 砥(『 /qⅢｨi安'11冊 (１３．１０） 1４．８０ 1．７０ 4８１ l:’'２．ド端ﾉI;欠仙

鋪20図1６ ＳＫＯ２ 砥行 角川(i亥１１噸 (11.00） 9．００ 7．００ ８６７．５ ド端欠拙・li41iIi膳き

鋪20図1７ SＤＯ２ 解製石斧 紳泥片聯 (7.75） (4.65） 3．６０ 1２５ |非欠扱

第20図1８ SＫＯ６ 隅製ｲi斧 結砧片粁 (7.70） ８，９０ 0．５５ ６０．５ 上nlt欠扱

第20図1９ SＫＯ６ 砥ｲ『 角閃石亥ｌｌＩｉ (8.50） 11.80 ０．９０ １１１．５ l:､I&欠孤

第20図2０ SＤＯ４ (｢包ｒ状ｲi製,1Ａ 角間灯安lIlW ６．００ 1１．８０ 0．７０ 6４．５ |:端・イｉ・ノ!;側欠孤

ＳＤＯ２ １，i1,12打製ｲi芹 jYIIN硫安lIIVl (3.60） (455） 1．００ １９．４

ＳＤＯ４ lＩＷ 砂冊 (5.40） ９．７５ 4．２０ 2６２ 上Ｗ<狐

ＳＤＯ４ 糾溌剥片 砂淵 ２．９５ ４．６０ ０．６０ 8.1

ＳＤＯ４ Ｉﾘﾘ離剥片 ｌ側雅剥ハ (2.10） 3．００ 0．３０ 1.9

ＳＤＯ４ ｛i核俊付き剥片 亥'11粁 ５，３５ 1．８５ 1．３５ 8.4

ＳＤＯ４ ‘叫離剥片 総lＷｌi･場 2.2

ＳＤＯ４ ,川雅剥ハ 結Ａｌｌｉ片務 ２．０

ＳＤＯ４ 砕ﾉ！ 姫勘産胤Bh1ｲｉ ０．１

ＳＤＯ４ 昨ハ ガラス髄次lIllIi 1３．４

ＳＩＯｌ ,洲雅剥片 ガラス質安111淵 1.5 求端のみ残が

Ｆ・Ｇ－９ 昌乃． 加.I:剥片 角閃石亥lIlYト 1０．８５ (5.35） ０．７０ ５０．０ 下蝿・左側欠仙

Ｆ・Ｇ－９ 別ﾉ」 ガラス蘭安IlIVI 1．７０ ３．１０ ０．６０ ３．０

Ｆ・Ｇ－招 剥ﾉ！ ガラス質安山場 1．４５ ３．６０ ０．６０ ２．９

Ｈ・ｉ－３～６ 刺ノ ｸM鋤施ｌ,ＭＩＷ 1．６０ ２．２５ 1．０５ ３．６

一括 二次加工剥ハ 角閃ｲ『安111場 ２５．２ 上端。Ｆ端.／i側隷欠狐

･一括 別片 ガラス質次111V； 1，６５ ２．４０ ０．６５ ２．２

－招 ,jA礎剥ハ 緋』,１１冊･牌 (1.40） (2.40） ０．４０ 1.5

－６０－
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SDO2粘土検出状況

西方向から

ＳＤＯ２粘土完掘状況

西方向から
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図版４

SDO2遺物出土状況

西方向から

SDO2遺物出土状況

南方向から
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図版６
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図版８

SKO2土層断面状況

西方向から

SKO2完掘状況

南方向から
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南方向から
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図版９

道路状遺構(SFO1)断面状況

西方向から
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主な時代

縄文時代後期
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初頭～中葉

古代中世

主な遺構

溝状遺構

土坑

道路状遺構

柱穴群
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土師器

須恵器
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特記事項

包含層より縄文後期の
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文土器片と石器が出土

した ◎
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土器の成立以前の刻目

突帯文喪形土器や夜日
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溺状遺梢が注目される。

直線的に条里地割上に

載っている古代の官道

として道路状遺構の一

部が確認された。

また、中世の大型溝状

遺構も古代条里地割に

載って掘られている。
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